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『いのちを拡げ、いのちを響き合わせる未来共創フォーラム 

～２０２５大阪・関西万博に向けて』 

開催報告 

 

「いのちを拡げ、いのちを響き合わせる未来共創フォーラム～２０２５大阪・関西万博に向け

て」を、2021 年 1 月 18 日(月)オンラインにて、一般社団法人夢洲新産業・都市創造機構主催で

開催致しました。経済界、学界、医学界、経済団体、行政機関等から 500名近い方々にご参加い

ただき、盛大に開催できましたことを厚く御礼申し上げます。 

 

 

第 1部 講演 

 

講演テーマ「大阪・関西万博と人間・アバター共生社会」 

石黒 浩 氏 

大阪大学基礎工学研究科栄誉教授  

ＡＴＲ石黒浩特別研究所客員所長（ＡＴＲフェロー） 

大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー 担当テーマ：「いのちを拡げる」 

 

もう何度も話をさせていただいているんで

すけれども、万博の大きなテーマ、命って

いう大きな人間にとってはかけがえのない

というか、最も重要なテーマになってま

す。ですので、何度も繰り返し話をさせて

いただきながら、徐々に皆さんと一緒にど

ういった万博にしていけばいいか。万博で

命をどういうふうにとらえて、それを展示

したり体験していけばいいかというような

ことが考えられればなと思っています。 

それともう一つは、仮想空間というかリア

ルな空間だけじゃなくて、そこに折り重な

った仮想空間で世界中の人が貧しい人も豊かな人も飛行機で乗って来られない人も、またはコロ

ナ禍が再び起こっても万博を開催できるような、そういうバーチャルとリアルが融合したような

仕組みを作る必要がある。そこで登場するのがバーチャル、リアルどちらでも活躍できるアバタ

ーっていうか、自分の分身ですね。そのアバターを使ってみんなが参加できる、そういう仕組

み。新たなロボットとかコンピューターグラフィックスのエージェントが必要になるかと考えて

います。既にもうコロナ禍の中でそういう CG のエージェントとかを使って国際会議が開かれだ

しています。また、残念ながらなかなかスムースにまだ実現できてはいないんですけれども、こ

れから 4 年、5 年の期間があれば非常に多くの人が自然に参加できるような、そういう仮想空間

または実空間でもアバターを使った空間ができるんじゃないかと考えています。 

アバターの研究というのは自分の研究の中ではかなり古い研究で、20 数年前に恐らく今の原型

となっているアバター。つまり、アバターって何かっていうと、こういうテレビ会議のシステム

が移動台車に乗っかったようなもの。そういうシステムを皆さん思い浮かべられるんじゃないか

なと思うんですけど、それを多分アカデミアの中では一番最初のほうに提案させてもらってるの

が実は私なんじゃないかなと思います。1999 年の IROS っていうロボットの中では一番大きな国

際会議で提案しました。 

当時、私は提案したときはすぐにこういうものははやるだろうっていうか、世の中に受け入れら

れるだろうと思ってたんですけど、なかなか時間がかかって、実際にベンチャー企業がこういっ

たロボットを作りだしたのが 2010 年ぐらいなんですよね。2010 年の頃には欧米、日本、いろん

な会社がアバターっていうか、こういう遠隔操作型の移動ロボット作ってました。有名なやつだ

と Google の投資で作られたウィローガレージっていう会社があるんですけど、そこもこういっ
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たテレビ会議システムと移動台車を組み合わせたものを提案してたわけです。実際に研究者たち

はたくさん導入したと思うんですが、残念ながら世の中十分普及しなかったんですね。唯一、普

及っていうか使われたのが病院でした。アメリカホームドクター制で、検査するときには患者さ

んと医者が大きな病院に行くんですけど、医者が患者に付き合ってると時間ももったいないって

いうことで、病院にこういう移動するテレビ会議システム、アバターを置いといて医者は自分の

自宅からアバター使って病院に検査に来ている患者、自分の患者と検査結果を見ながら話をす

る。そんなことに使われてたわけですね。それは今でも続いてます。インターチェルスっていう

会社がサービスを継続してます。 

ただ、他がもうほとんどなくなったんです。なかなか働き方というか生活を変えるっていうのは

難しいんですね。便利だと分かってましたし、ただ単に医者が利用するだけじゃなくて、例えば

ウィローガレージの社員はカリフォルニアに会社があるんですけれども、物価の安いテキサスで

非常に大きな家を構えて、給料はカリフォルニアの給料をもらえるので、物価の安いとこだと大

きな家でゆったりとプログラミングをして働く。ロボットで会議に出席して働くというようなこ

とをやってました。でも、アメリカでもやっぱりそれは定着しなかったんですよね。たまには飛

行機乗って会議に出席したほうがいいという。人間の行動変容を起こすっていうのはなかなか大

変だなと当時は思ったんですが、10 年たってそういった会社がいったん全部なくなって、で

も、なくなったちょうど今、コロナ禍がやってきて、もう一回あの 10 年前のシステムが欲しい

ということになっているわけですね。これからであれば、必ず行動変容起こせるんじゃないかな

というふうに思います。一部の人が少し使ってる、ちょっとマニアの人が少し使うだけではやっ

ぱりみんな、面白そうだけど俺は使いたくないとか役に立たないという人がほとんどだったと思

うんです、当時は。でも、今であれば皆さんもこういった zoom の会議になられておられますか

ら、これからであれば zoom よりも自由に移動しながら人と話ができるこういったアバターは受

け入れられるんじゃないかなというふうに思います。 

<ジェミノイドの紹介画像> 

「こんにちは。私は石黒のアンドロイド、ジェミノイドHI-1です。」 

2006 年に作られました。この遠隔操作型アンドロイドを用いれば、私が自分で移動することな

く瞬時に遠隔地に私自身が存在すると、そういうことができます。 

開発に発展させていきました。究極のアバターですよね。でも、この究極のアバターすぐに普及

は難しいと思います。車でいえばフェラーリとかそういう超高級車っていうことになるかと思い

ますので量産なかなか難しいんですけれども、まずはコンピューターグラフィックスのアバター

とか、先ほどお見せしたようなテレビ会議システムと移動台車を合わせたようなアバターが普及

して、中にはこういう人間そっくりのアバターを使いたいと。有名人っていうか著名人とか、あ

とは皆さんが亡くなられたけどももう一度会いたいと思われるような人であれば、こういうアバ

ターの技術。これアンドロイドっていいますけど、アンドロイドの技術を使ってアバターとして

よみがえるということは可能かなと思います。既に夏目漱石とか渋沢栄一とかいろんなアバター

ありますけど、アバターっていうかアンドロイドありますけど、これから今、生きておられる有

名な方ですね。例えばマツコ・デラックスさんとか黒柳徹子さんとかのアンドロイドもあるんで

すけどね。もっとそういうのが増えてくるかなというふうに思います。 

このアンドロイドをベースにした遠隔操作のシステムって、すごく簡単に操作できるんです。複

雑なロボットだから動かすの大変じゃないかと思われるかもしれないんですけど、実際には操作

する人はここ、モニターを見ながらしゃべるだけなんですね。しゃべった言葉をコンピューター

が全部解析して身振り手振り作ってくれる。この絵ちょっと古いビデオなんでロボットあんまり

手とか動かしてないですけど、一番新しいやつだと身振り手振りも全部自然に動くということで

すね。AI の技術どんどん進んできてますので、適当にしゃべるとそれらしくちゃんとしゃべっ

てくれるようになるということですね。 

もちろん、これは当時からもそうなんですけど、いろんな場所に簡単に持ち運べるようになって

ました。荷物で送って、そこで開封して設置してもらうといきなり講演ができるというので便利

に使ってたわけです。こういった使い方ももっとアピールしていこうかなというふうに思ってい

ます。ちなみに、なつかしい写真ですけど中身はこんな感じで、上半身下半身と頭に分けて持ち

運んでるということですね。 

対話感あります。マツコ・デラックスさんのアンドロイドを作って、いろんな使い方をテレビ番
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組の中で試したときもそうなんですけど、私本人よりも質問がしやすいとか、マツコ本人よりも

質問しやすいと。アンドロイドって人間よりも若干存在がマイルドになるんですよね。そうする

と、学生、私を目の前にすると緊張する子が多いんですけれども、アンドロイドであれば自由に

質問ができるというようなことが本当にあります。人間の存在感を自由にコントロールっていう

か、話しやすい自分になって人と話すということで、単に自分の身代わりというだけじゃなくて

よりよい自分になって話をすることができるというのが、このジェミノイドっていうか遠隔操作

型ロボット、アバターのいいところかなと思います。 

目の前に人間そっくりの自分そっくりのものがある場合は、ちょっと気を付けないといけないこ

とがあって。それは「不気味の谷」っていわれる問題なんですね。人間にそっくりのものが目の

前にあるときは、本当に人間と同じかどうかってみんなしげしげと観察しながらそのロボットと

対話するんです。もし、例えば動きがその人らしくないとか人間らしくない。でも、他は大体人

間らしいんだけど動きだけが駄目とか。そういうふうになる。ちょっとしたアンバランスがある

と、急に不気味な感じを与えてしまう。私のアンドロイドは座って話をするだけだったら不気味

に感じることはない。そういうレベルまで完成度は高められているんですけど、気を付けておか

ないと、ちょっと動かし方間違えると不気味に感じたりするということですね。 

でも、それよりももっと問題だったのは、私のアンドロイドが誰でもが受け入れられるような理

想的な顔ではないということなんですよね。このアンドロイドを作ってすぐに考えないといけな

かったのは、じゃあ誰でもが受け入れやすいアバターっていうのはどういう姿形をしているんだ

ろうということです。それで作ったのがこのテレノイドっていう人間の個性を完全に排除して性

別も年齢も分からなくした、そういうロボットです。これは人間のミニマルデザインって言って

るんですけど、この人間のミニマルデザインにすると、 

<テレノイドが人と対話する実演画像> 

「初めまして（高齢者の方）。」 

「ちょっと重いので気を付けて（テレノイドを手渡す担当者）。」 

高齢者の方と外国の方ですけど、個性がないので声を手がかりに自分で話したい人の姿形を想像

して話すというような効果があるということがだんだん分かってきました。実際にテレノイドケ

アっていう会社も立ち上がって、普段、人とは話をされない認知症の方とか認知症に近づいてお

られるような方でも元気に話ができるというようなロボットとして、今もう使われています。こ

ういったアバターは多分、二つのデザインがあるかと思うんです。すごく人間らしいものと、そ

れから人のミニマルデザインっていうか、人として個性を持たない代わりにみんなが自分の想像

力を使って関われるような、そういうアバター。そういった2種類のアバターが普及していくん

じゃないかなというふうに思います。 

そしてもう一つ重要なのは、こういうアバターにはわれわれ単にのり移るだけじゃなくて、本当

に自分の体のように感じて、そのアバターを自分の体として受け入れられるということなんです

ね。例えば私がその自分のアバター、ジェミノイドを操作して人と話をしている。ちゃんと人と

話をできているときに、急にこうやって誰か悪い人が頬を突っつく、すると本当に頬を突かれた

ような感じになるということなんです。それをもう少しちゃんとその仕組みを調べようとしたの

が、この脳波でジェミノイドを動かすっていう研究です。こっちにいる操作する人は体を全く動

かないようにして、このヘッドマウントディスプレイでジェミノイドの上のカメラからジェミノ

イドの体を見ています。この EG っていう脳波を読み取る装置で、ここで考えているのは右手動

けとか左手動けって右左っていうだけなんですけど、その右とか左の信号を読み取ってアンドロ

イドで動かすと。誰もがこれできるわけじゃないですけど、半分ぐらいの人が 30 分ぐらいトレ

ーニングするとできるようになっていきます。要するに、体全く動かなくて、右左考えるとアン

ドロイドの手が動く。そうしたときに、これちょっと見づらいかもしれないですけど、ここ、こ

の人が見ている映像、操作してる人が見てる映像なんですが、右とか左とかって手動かしてる最

中にアンドロイドの手に注射するんですね。そうすると、非常にびっくりするわけです。痛いっ

ていうような感覚さえも覚えるということが分かっています。 

だから、これ何が言いたいかっていうと、アンドロイドの体が自分の体のように感じられるよう

になると。もっと大事なのは、考えてちゃんと自分の思うとおりに動くもの、自分の体になるっ

ていうことで、ここ、この人は体全く動かしてないわけですからね。脊髄損傷で体動かないよう

な人でも、将来はアンドロイドの体を使って元気に働けるようになる可能性がある。だから、こ
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れがアバターの非常に大きな可能性かなと

思っています。だから、単に遠隔操作する

だけじゃなくて、働けなかった人が働ける

ようになる。万博にも来る手立てがなかっ

た人が来て楽しめるようになる。そういう

世界が万博以降やってくるというのを万博

で見せるって非常に大事かなと思っていま

す。 

もっと面白いっていうか、もっと大事なの

が、これトレーニングするのに右手とか左

手、アンドロイドの腕を動かせるようにな

るには、30 分ぐらいトレーニング必要だっ

て言いましたけど、トレーニングしてる間にまだ脳のパターンが右とか左を動かすパターンにな

ってないときに、先にアンドロイドの手を動かしちゃうと急に脳波が右手なり左手のパターンに

変化していくということが分かっています。要するに、考えたら体が動くってだけじゃなくて、

体が動くと脳がそっち側に合わせてくると。脳と体って双方向につながっているんだということ

ですね。これ、人間の体と人間の脳であれば当たり前の話のように聞こえるんですけど、これ今

やっている実験はアンドロイドの体と人間の脳の間でそういう双方向につながるということなの

で、これはアバターの可能性を説明するのにすごく大事な実験かなというふうに思ってます。 

そうしたアバターをさらに発展させていくっていうのが、ちょうど今から5年間ですから、万博

が 5年後にきますけれども、このムーンショットっていう研究開発プロジェクトですね。これ、

ムーンショットの目標っていうのは、これここに掲げた大事な今から 30 年の間に実現すべきこ

とっていうので、七つの目標が掲げられています。その一つ目に、人が身体の空間、時間の制約

から解放された社会を実現すると。これは、簡単に言うとアバターの世界を作りましょうという

ことなんですね。プロジェクトマネージャー3 人います。私もその 1 人に選ばれているわけです

けど、私の場合は特に時間とか空間の制約を超えて、誰もが働けるような世界を作るんだと。高

齢者や障害者含め誰もが多数の CA っていうのはサイバネティックアバター。アバターって意味

ですけど、それを使って身体的認知知覚能力を拡張しながら、常人を超えた能力でさまざまな活

動に自在に参加できるようになる。いつでもどこでも仕事や学習ができて、通勤通学は最小限に

して自由な時間が十分取れるようになる。そういう世界を実現しようとしています。こういう世

界、この研究プロジェクトは 5年間のプロジェクトで、その先また5年続く可能性がもちろんあ

るんですけど、ちょうどその節目のときに万博があって、この研究プロジェクトの成果を万博で

ちゃんと披露することができれば、そこにはそのアバターを使ってたくさんの人が参加してくれ

るっていうことができるわけですし、その先のアバターを使った新しい生活というか社会の可能

性を見ることができるんじゃないかなというふうに思います。 

教育、仕事、医療、日常。それぞれの場面において、今のこのコロナで起こっているようなこと

がある意味続いていくのかなと。ただ単純に続くっていうよりも、もっと快適でもっと活力のあ

る方向にアバターで変わっていくんだと思います。一つの例だと勉強ですけど、今もう大学生み

んな自宅で勉強しています。zoom 使って勉強していますけど、そこに分からないことは教えて

くれるような先生がアバターで入ってくると、もっと勉強は充実しますし一方で、家で個別に勉

強したほうが効率上がるわけですけど、学校では新しいアイデアをみんなで議論する。そこに世

界中の人がアバターで入ってくる。国の間を移動できなくても、アバターがあればいつでもどこ

でも自由に議論に参加できるということになろうかと思います。同じような感じで仕事も医療も

在宅でアバターを使ってできることはアバターでやって、集まらないといけないところはアバタ

ーを使って世界中のより幅広い業種の人が集まって、どんどん新しいアイデアを出したり議論を

していくというようなことになろうかと思います。 

そうすると、コロナ禍でなくても、やっぱり日本の通勤の問題っていうのはとても先進国の状況

ではなかったと思うんですよね。朝ぎゅうぎゅう詰めになった電車で通うなんていうのは、コロ

ナ禍以前に解決しておかないといけない問題だったわけです。ですから、2010 年とか 2000 年と

か 10 年前、20 年前、われわれがアバターの研究を始めたときには、そういった問題を解決する

ためにアバター使われるだろうと思ってたんですけど、なかなか 10 年前では在宅勤務が認めら



 

5 

れてもらえない。少しニュースにはなるんだけど、結局、全部元に戻ったわけですよね。 

でも、このコロナ禍はちょっと我々に以前とは違う行動変容をもたらしてくれるんじゃないかな

と。コロナ禍以前にも必要だったテレワークを受け入れるきっかけをコロナ禍が与えてくれるよ

うな気さえします。いずれにしろ、そういうことが大阪万博で多くの人に新しい技術を体験して

もらって、多くの人が仮想空間と現実の空間、双方が融合してより多くの人が活発に活動できる

新たな社会をこの万博から体験して、未来に向けてイマジネーションを広げてもらえればなとい

うふうに思っています。 

一応、私が大事にしないといけないと思っている理念を説明させていただくと、コロナ禍後の技

術に支えられた新しい未来社会を作るのが、この万博である。コロナ禍によってテレワークや仮

想世界の重要性が再認識され、社会に受け入れられた。仮想世界はさらに広がり物理世界でもア

バターが活躍する未来社会が訪れるんだと。現実フィジカルと仮想バーチャルが融合した万博を

やって、現実世界の来場者だけじゃなく、仮想世界にも来場者が多く参加する。今までにない多

い数の来場者を集める万博にしていく必要があるかと思います。一方で、医学や工学の進歩によ

って、命は単に守るだけのものから設計するものになる。何回もこの場でも話させていただいて

いますけど、命に対するとらえ方が随分変わると思います。50 年前の万博は生物として生きる

人間を支える科学技術の万博で、新たな万博は人間や社会を設計する万博になるだろうというふ

うに思うわけです。故に、設計指針すなわち命の在り方を議論することが非常に重要で、その議

論を支えるための命に関する感動するような展示とか深く学べるような展示っていうのをこの万

博でやるべきかな、というふうに思っています。 

50 年前は、生物としての人間に必然的に訪れる未来を思い描きながら、生物としての人間を守

る技術をたくさん千里の万博、今の万博公園の場所で展示されたわけですよね。象徴的だったの

は、僕は岡本太郎の太陽の塔だと思うんです。たくさんの科学技術、最先端の科学技術に囲まれ

ながら、実は真ん中に鎮座しているのが人間の原点みたいな太陽の塔なんですよね。だから、生

物として元気に生きていく人間。それを支えていくのが科学技術だっていうのが、50 年前のメ

ッセージだったように思います。でも、これからはそういった単に生物としての人間ではなく

て、われわれ遺伝子の技術とか人工臓器の技術とか、または人間らしいロボットを作る技術で科

学技術と人間が真に融合してきているわけですね。人間が自ら人間の命、人間を設計し人間の未

来をデザインしているというふうに言ってもいいかと思います。そうしたときに、何が大事なも

のとして新たに見えてくるのかと。そういったことをみんなで考えたり想像したりするっていう

のが、この万博のすごく大きな役割かなというふうに思います。 

ちょっとこの後は以前の話の繰り返しではあるんですけど、大事なことなんであらためて説明さ

せていただきたいんですが、まずは今言いましたように仮想と現実、物理の空間両方を用意して

世界中のあらゆる人が貧しい人も豊かな人も集まれる会場にすると。そこでみんなに命について

忘れがたい感動をもたらす展示を見てもらって、多様な人間の未来と多様な命の在り方について

議論してもらう、考えてもらう。人間が本当に大事にしないといけないものは何かっていうこと

の答えを見つけるというのが、大事なことだと思っています。 

展示について最後にお話ししたいんですけど、これは後でお話しされる澤先生や宮田先生と一緒

に取り組んでいきたいと思っているところです。特に澤先生には医学の立場から我々が目を背け

ることはできないというか、我々が受け入れていかないといけない技術によって支えられる命や

技術が設計する命といったものの展示をご一緒にしてもらえないかなというふうには思っており

ます。なおかつ、そこにちょっとロボットの技術も入ってきて、人間らしくなるロボット。ロボ

ットに宿る新たな命についても体験をしてもらったり、いろんな展示で感じてもらう、見てもら

うということができればというふうに思っています。他にもロボットが生き生きと音楽を奏でた

り、音楽と一緒にオーケストラと一緒に何か演奏するというようなことができると、機械の中に

も何か人間らしい命を感じるということがあるんじゃないかなというふうに思います。いずれに

しろ、現時点で既に人間の命と人工物、AI とか機械とかそういったものはどんどん融合し始め

ているわけですよね。そういう人工物と融合する人間の自然の命。その命はわれわれ人間がデザ

インしていかないといけないんですけれども、どういった命をデザインするのか。命とは何か。

デザインするためには命とは何かっていうことを深く考える必要があるんですが、そういった未

来の命について何か新しい見方、新しい知識を得られるような万博ができればと思っています。 

これは私の妄想なんですけど、まだこれからどうなるか分からないんですが、私と宮田先生と澤
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先生。これは一緒になれば面白いパビリオンができるんじゃないかなって想像しています。先ほ

ど言いましたように、まず「inochi」の展示の部分では機械から人間に近づく命。それから、人

間から機械に近づく命ですね。医学と工学、全て。特に大阪大学はロボットとそれから臨床系の

医学が非常に強いわけですけれども、大阪大学だけじゃなくて幅広くいろんな関係の企業とか大

学、研究者の人に手伝ってもらいながら、医学と工学の接点で命がどういうふうにこれから発展

していくのかっていうのを展示させてもらえればなと思います。ここには特に澤先生のお力をお

借りしたいというふうに思っています。その上に私や宮田先生、プロデューサーとしての我々が

命を感じるような、それから、考えるということですね。命を感じて、命が溶け合って命が羽ば

たいていくという、ちょっと抽象的な言い方ですけど、こういう命を感じたり体験してもらった

りできるような、そういうパビリオンができたらいいなと。周りではいろんな人がアバターで参

加する。そういうことができると万博は大きな成功を収められるんじゃないかなというふうに期

待しています。 

時間になりましたので、私の話はこれで終わりにしたいと思います。皆さん、またよろしくお願

いいたします。 

 

 

講演テーマ「これからの医療と inochi万博」 

澤 芳樹 氏 

大阪大学医学系研究科外科学講座心臓血管外科教授 

(一社)日本再生医療学会理事長  

(一社)inochi未来プロジェクト理事長  

(一社)医療国際化推進機構理事長 

(一社)夢洲新産業・都市創造機構幹事会員 

 

ただいまご紹介にあずかりました大阪大学

心臓血管外科の澤でございます。また、

私、石黒先生のお話聞き入ってしまいまし

て。やはり、大きなコンセプトとして石黒

先生のお考え、私は非常に感銘を受けつつ

共鳴しているわけですけど、哲学的という

部分と科学的な部分との融合を非常に石黒

先生は表現されていると。私も完全に一致

した考えでありながらも、私はやはり医師

として生物科学的な観点からいろんな表現

をしていくべきかというふうに思っておる

次第であります。 

それで画面を共有させていただきますと、ここに見えますのはわれわれ阪大病院からちょっとこ

れ古い写真だったなと思っているんですが、今、エキスポランドはありませんしEXPO CITYにな

っております。われわれ阪大病院は 1994 年に万博跡地の駐車場跡ですよね。そこに移りまし

て、毎日この太陽の塔の背中を見ている。この背中っていうのは過去を表してる黒い太陽という

ことで、ずっとわれわれ反省しているような、そんな太陽の塔を見ているわけでありますが、こ

れはまさに大阪万博のレガシーではないかと。私自身は非常に万博にその当時から関係した人間

でございました。 

今日お話しさせていただくのは、これからの医療がどうなるかということと、inochi 万博です

ね。それにどのようにコミットできるかという観点からお話しさせていただきます。生物学的と

申しましたが、人類がこれからどうなっていくか。特に日本はどうなるかっていうのはすごく気

になるわけですけども、ちょうど万博の時点では、これまでのピラミッド型がだんだんやせ細り

ながら高齢化していく。2050 年になるとこんな形になってしまうという、高齢者がもう半数近

くになるわけです。このような状況の人口変化にこの日本がどのように変化しながら対応してい

くかっていうのは、大変重要なポイントだと思います。特にわれわれが見る限り、医学の進歩は

これまで 3大疾患の心疾患といわれていた「がん、心不全、脳卒中」これらがかなり克服されて



 

7 

いくんではないかと。通常の状態ではこういう疾患に陥っても、かなりの部分で回復していく可

能性というのが出てくる時代になるだろうと。そういう状況の中で治せないのは、例えば認知症

なんていうのは難しいかもしれませんし、この 2050 年ぐらいの高齢社会の中に、こういう疾患

背景がどのように社会に影響しているか。逆にこのような疾患をどのように取り扱っていくかっ

ていうのは、非常に重要なポイントだというふうに思います。 

これは少し前、2012 年なので、もう半分ぐらい過ぎてしまいました。2030 年までに世界で実現

される、ヘルスケアはゲノム医療、予測医療や精密医療であろう。それから、人工知能、AI、デ

ィープラーニング、ロボティクスですね。そして、IPS等の再生医療。これらの話2012年のオル

タナティブワールドが 2030 年に展開されるという話でしたが、もうこれらほとんどが実現可能

な、もう本当にどの項目も途中まで来ているというのは今日実感する次第だというふうに思いま

す。 

これから、少なくとも 5G。そして、6G になっていくんだろう。ものすごく通信技術が進化する

と先ほどの石黒先生の話にありましたように、VR、AR。バーチャルリアリティーが完全に実現し

ていくと病院の姿すら変わってくる可能性がある。もう家庭にいながら診察を受けて、治療に関

しては、薬は送られてくる。もしくは、病院に行くときは手術とかよほどの診断か、精査が必要

な場合を除いてはどこでもドア的な病院がこれから通信技術の進化によって実現するのは間違い

ないというふうに考えております。 

一方で、手術自身のクオリティーも圧倒的に向上して、AI それからナビゲーションですね。こ

の辺りもよく映画等でそういう雰囲気だけ見たことのある方がいらっしゃるかと思いますが、こ

れは現実なものとなっていって、既に 2000 年の初頭にリンドバーグオペレーションと申しまし

て、大西洋をニューヨークにいる術者がパリの患者さんの手術をした例もあるぐらいでありまし

て、こういうことはもう 5G 等通信技術がさらに進むと日常の中に実現されていくだろう。私た

ち再生医療もこのような今まで作ることができないと思っていた心筋組織を作って、しかも人に

実現していく時代になってきましたので、これからはこの AI で制御されたようなこういう人工

臓器がまさに実現していくんだろう。そうすると、私が前から申しているように心臓死というの

はかなり逆に難しくなるんではないかというような時代すら来ることも予想されます。そして、

先ほども申しましたゲノム医療はかなり精緻な医療を提供し、不要な医療費を削減するというこ

とも非常に期待され、また、もうがん領域においてはゲノム医療はもうオンゴーイングになって

いるということであります。 

さらにロボティクスへの期待はもちろん、先ほどのようなナビゲーション手術もそうですが、労

働力のカバーにも大きく影響してくるだろうなというふうに思います。今、コロナで大変な状況

で看護士さんが完璧な防護服の中で看護をされていらっしゃいますけども、こういうことも看護

ロボットの向上によっては随分簡便になっていくだろうと。こういうふうな命を守る医療現場が

ロボットによってカバーされるという時代は、これももうそう遠くない。石黒先生のお話を聞い

ていたら、なぜまだ実現されていないのか。こういうことすら考えるわけであります。 

そして、やはり 1970 年の万博。これは先ほど、私が毎日仕事をしている現場自身がこの太陽の

塔に最も近い職場として働いているわけですが、やはりこのレガシーですね。これについてもう

一度振り返ってみたいと思います。先ほども私申し上げましたように、私自身が万博に非常に親

しみというか非常に刺激を受けたと申しましたが、私はボーイスカウトをやっていて、このボー

イスカウトの集いという日がありまして、このときに手旗信号隊として参加しました。まず当

時、私、ボーイスカウトなぜ入ったかというと、こういう弱っちい男の子だったので、母親が鍛

えようということで入ったわけですが、ボーイスカウトに入って一番刺激的だったのはこの万博

への出演だったかもしれません。そのときの刺激や月の石を 3時間ぐらい並んで見た興奮。それ

から、何より一番インパクトに残っているパビリオンは、今日も森崎さん。後ほどお話しされる

かと思いますが、森崎さんの三菱ですね。三菱未来館。これは私にとっては極めて印象深いパビ

リオンでございました。 

このように、私自身は中学生だったんですが、すごく多感な時期にインパクトを与えてくれた万

博っていうのは、それだけレガシーとしてはみんな心の中に残っている。もちろん物理的にも残

っているでしょうが、これがやはり大事ではないかというふうに思うわけであります。もちろん

この動く歩道とか携帯電話、電気自動車、未来都市的な万博会場やこのように人間洗濯機なんか
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もありましたがこのようなものも本当に今

の日常に 100 パーセント活用されていると

いうことであります。 

さて、医療はこれからどのように進化して

いくかということで、私自身は1980年から

医師になりまして、ちょうど40年でありま

す。特に心臓血管外科という最も命に近

い、命の現場で 40 年間働いてきましたの

で、よほど私は命を大切にすることが重要

だというふうに考えて、これまで心臓病で

苦しむ人を 1 人でも助けようという努力を

してきました。こういう立場であるが故

に、この inochi 万博ですね。これは非常に重要だというふうに認識しております。このような

IPS 細胞ですね。心筋シート技術等も恐らく万博に展示できるようなということでは、先ほど石

黒先生おっしゃってくださったパビリオンの一角を占めれるかということで、今、研究開発を進

めている状況であります。 

さて、私が先ほど来申しておりますように、最も命の現場の中で命を救う仕事をしているが故

に、どれだけ命を大切にすべきかということを表現する意味でも、ソーシャルイノベーションと

して 2013 年に inochi 未来プロジェクトを立ち上げる 1人として、これまで運営に携わってまい

りました。やはり、命を大事にする死生観を持つべきで、人間はもう明日死ぬかもしれないとい

う環境の中で、その命を大切にする、健康を大切にする。そういうような健康の都市づくりとい

うものまで考えたときに、ちょうど 2012 年に東京オリンピックが決まった頃でしたので、やは

り 2020X 年には命の万博をすべきではないかという、このときはある程度無邪気なというか、途

方も付かないようなレベルでこの話を始めておりましたが、だんだんこの話が本当に命という表

現をする万博につながってきて、さらにこの後ほど増田君が話してくれますけども、増田君の先

輩の川竹さんが中心となって、寺本君が中心となって、この WAKAZO プロジェクトですね。ここ

で若者の万博への参加表明、万博への 100 の提言。これらが大きなインパクトとなって、実際に

この川竹さんは BIEでプレゼンテーションをすることによって、一つ大きな誘致のきっかけにな

ったというのはご存じかというふうに思っております。そういう流れの「命輝く未来社会のデザ

イン」という万博でございますので、このような万博につながったということであります。 

そして、コロナであります。もうこれは想定外であったが故に、一方でこういう言い方は不謹慎

かもしれませんが、やはりあらためてこのコロナが命の大切さを世界中に知らしめたが故のバッ

クグラウンドを持つ万博っていうのは、もともと inochi 万博ということをある意味健康長寿と

いう意味から本当に命を守るんだというところに、真剣さがこの万博の中に現れてきたのではな

いかなというふうに思います。すなわち、経済社会活動が緊急事態宣言等で今回 2回目の宣言で

影響を受けているということは毎日のニュースで出ておりますが、命を救うことと経済社会活動

が相反しているということ。すなわち、経済社会活動を目標とする資本主義の中に命を軽視し過

ぎていたのではないかと。ですから、命を救うということと社会活動が一致した形で命を救う、

与える、つなぐというこれらのミッションの中にやはり今回の万博が、しかもピープルリビング

ラボという形での未来社会の実験場という形での万博でありますので、これは逆にコロナが大き

なチャンスを与えてくれた。世界的ピンチをチャンスに変えるこの時期に、inochi の産業や

inochi の経済があらためて興ってくれるような、そういうバックグラウンドになる万博になっ

てほしいというのが、私どもの強い考え方であります。 

同じ考え方でありましょうか、こういう命の経済。これを重要視する考え方は既に世界中で起こ

っていて、パンデミックであるが故の命の経済があるべきということをジャック・アタリさんも

おっしゃっているということであります。であるが故に、このピープルリビングラボをいかに実

現していくか。これが我々に課せられた大変重要なミッションだというふうに思っております。 

具体的にはこれは先ほどの石黒先生のお話の中の展示の中にどのように表現していくかはまだま

だ議論のあるところでありますし、私どもも先ほどのような大きく変化していく医療に対して具

体的には本当に20年、30年先の、ひょっとしたら40年先の世界を考えながらその展示っていう

のを工夫し実現していく。しかし、やはり命をあらためて健康な人も含めて皆さんが高齢の方
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も、中には認知症の方も子どもさんもいらっしゃいますでしょうが、皆さんがあらためて命に気

付きを持っていただけるような、そして、さらにピープルリビングラボですので、この課題解決

のための実証ができるか、この点が非常に重要だというふうに思っております。 

一つのテーマとしては、例えば 2040 年、50 年頃の社会を想定したフィールドを実現しながら、

その中でいろんな人が参加し、そこにはいろんなデバイスがもしくは機器等も持ち込まれ、先ほ

どの石黒先生のロボットですね。こういうものを活用し、認知症の人からどういうふうなデータ

が取れるかということを実証する。そういうフィールドを作るのも一つかと。ひょっとすると、

バーチャルで VR の中で存在して自分がアバターとしてそれらを活用する。それらを活用するデ

ータをさらに集めて、それを実際の実現につないでいけるか。最終的にはサステナブルなスマー

トシティを作っていく。これにつなぐような形でこの命輝く未来社会のデザインを表現できるか

どうかっていうのは、一つの大きなポイントであるというふうに認識しておりまして、この辺

り、社会実装それから実証研究という点からは後ほどまたご参加いただく宮田裕章先生のフィー

ルド、データサイエンスのフィールドとも完全に合致するのかなというふうに考えております。

ですから、1970 年の万博が今の世の中を完全にミミックする形で今が再現されたように、サス

テナブルスマートシティを再現する中で、本当に 2040 年、50 年にその社会になっているかどう

か。これが大変重要なポイントかというふうに思っておりまして、ポスト万博、これを世界に展

開できるような、そういう先駆け的なフィールドワークが重要ではないかというふうに認識して

おります。 

そういうことで、私どもは inochi 未来プロジェクトですので、その名の通り inochi 未来館とい

うような、こういう名前をイメージしておりまして。これは私の中学生、1970 年の三菱未来館

に非常に近いようなネーミングかというふうに思っておりますし、これはやはり極めて魅力的な

ネーミングだというふうに考えております。そこが VR とハイブリッドなリアルワールドとそれ

からデジタルワールドですね。これらのハイブリッドの世界として表現できればというふうに思

っております。 

最後のこれは AMED のほうでお借りした書類を今、提示させていただいておりますが、実は令和

2年の科学白書に2040年のまちというものが既に表現されています。それは何かと申しますと、

この科学白書の中に出てきた新しい技術ですね。これを実際に 2040 年には実現したらどういう

まちになっているかという、非常にわくわくするような絵であります。この中のごく一部の再生

医療項目というところの心臓のこのちっちゃいところ、これが私の今やらしていただいているこ

とでありますが、こういうふうにいろんな今、開発されているものがどういうふうな形でさらに

発展してそれが実現していくかということを、日本の科学技術もしくは世界の科学技術の粋を結

集して実現するのが、先ほどの inochi 未来館、ピープルリビングラボ構想に極めて通ずるので

はないかという観点で、またいろんな今、広がりのお話もさせていただいておりまして、この辺

りには大きなスマートシティですね。まちづくりの考え方も導入されていくのではないかという

ふうに思っております。 

私たち大阪大学医学部附属病院のキャッチコピーが、Futurabilityという言葉であります。これ

は日本英語というか、造語でありまして、辞書には載っていそうで載っていない言葉ですがこの

言葉、単語を聞いただけで未来の可能性ということがすぐ分かるキャッチコピーです。大阪大学

医学附属病院は未来医療センター、私が 2002 年から設立当初からコミットさせていただいてま

いりましたが、未来志向。未来にいかに医療が進化しているかという、その未来の医療を今に実

現し開発していくのが阪大医学部のミッションだと。これが Futurability だということになっ

ておりまして、こうやって見ますとまだ新しそうに見えますけども、阪大病院はもう 30 年を経

て建て替えの時期になってきております。私たちは今、考えているのはこの石黒さんとともに実

現させていただけるパビリオンの中に極めて先端技術や未来で活躍する、活動できるような医療

のいろんな展示が実際に阪大病院で活用されるような、そういう万博のレガシーを医療の部分で

は阪大病院でも、もちろん阪大病院のみならず日本中の病院にそのレガシーがつながっていくよ

うな、そういう役割も我々は担えたらなというふうに思っております。Futurabilityという言葉

ともう一つの我々のキャッチコピーは、「待ち遠しくなる未来」ということでございますので、

こういう観点から万博が本当に楽しみであって待ち遠しくなる未来を再現できるような、そうい

う命の万博であってほしいなというふうに思っております。どうもご清聴ありがとうございまし

た。 
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講演テーマ「健康医学エンターテイメント・エデュケーション Heath & Medical 

Entertainment-Education ( HMEE ) EXPO世界のこども達がつくる未来の健康創成社会」 

木村 穣氏 

関西医科大学医学部健康科学科教授   

NPO日本臨床運動療法学会理事・事務局長  

ACSM(米国スポーツ医学会)EIM日本支部長  

NPO日本メディカルサポート協会理事長 

(一社)夢洲新産業・都市創造機構特別会員  

 

ご紹介ありがとうございます。関西医科

大、木村穰と申します。短い時間ですが、

私が今回の万博で提案させていただける内

容を少しお話しさせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

最初に私の専門をちょっとご紹介させても

らいたいのですが、私、心臓循環器内科専

門医です。澤先生のような循環器外科の先

生方が手術された後の人たちをいかに長生

きしてもらうか、また心筋梗塞、心不全と

いった手術以外の心臓病の方をより長生き

してもらうためにどのようなことをすれば

いいかということで、食事、運動等の生活習慣や、薬や新しい治療法につき臨床や研究を行って

います。またスポーツドクターとして、疾患の方だけではなくて、ちょっと今日はあまりお話し

できませんが、アスリートの方とか、究極はアンチエイジングドックといいまして、健康長寿を

目指す方への評価や情報提供も行っています。このアンチエイジングは万博のテーマの一つにも

なるかと思っています。 

これはよく見ていただくと私、別に手術とかメスを持つこともないですし、もちろん薬も必要な

ら使いますが、特殊な薬を使うわけではありません。食事や運動など、どなたでもできるような

ことをわれわれが提供して、患者さんあるいは受診者の方に元気になっていただくということで

す。非常にいい話で楽そうに見えますが、なかなか皆さん、食事、運動、禁煙など言うことを聞

いてくれない。これはどこの先生がたも思われることですし、皆さんも自分の胸に手を当ててい

ただくと、なかなかお医者さんの言うことは聞きづらいですよね。 

そこで大事なのが、今日お話しさせていただきたい一つのテーマである行動医学という分野があ

ります。要は、いかに相手、患者さんに健康のためのいい行動に変えていただくか、と言うこと

です。非常に重要なことですが、私もこれに気が付いたのは医者になってから、もう 40 年以上

ですけども、その半分過ぎた頃にやっと気が付きました。それまでは、お医者さんがいいことを

言えば、みなさん、禁煙や運動、食事などがんばってもらえると思っていました。逆に、言うこ

とを聞かない人は、その人が悪い、と思っていました。ところがよく考えると実は逆なのです

ね。悪いのは、患者さんではなく、言うことを聞くように説明できないお医者さん、と言うこと

ですね。これが行動医学ということです。これがいかに万博につながるということですが、その

前に少しこの健康を作ると言うことをお話しします。健康を作るというのはもちろん最初は病気

を見つける、治す、いわゆるメディシンというのがありました。その後、このウェルビーイング

と言う、日本語では健康とか幸福いう意味で使われています。でも少しわかりにくい、というこ

とで、我々は健康創生という言葉を使って、健康を創造すると言う意味で使っています。 

要は、この健康創生というのは、健康を作るということですよね。健康を自ら作る。ただ、どう

やって作っていくかというのが非常に難しく、また興味のあるとこです。やりがいのある領域と

考えています。この健康領域の中で、もちろん一つは純粋な医学領域、いわゆる臨床医学です。

心臓病であれ糖尿病であれ、血圧や動脈硬化等全ての臨床医学がここに集約されています。多く

の先生方、お医者さんはここで働いているわけですよね。ただ、これを予防とか健康創生、健康

を作るとなるとなかなか難しい。そこで必要なのが行動医学です。行動変容という言葉も書きま

したが、行動変容は行動医学に含まれます。例えば、皆さん最近では、コロナ予防のための行動
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変容とよく聞かれると思います。外に出歩かないとか、マスクをするとか、手を洗うとかもこれ

全部行動変容です。要は今までマスクをしなかった方がマスクをするようになるのが行動変容で

す。マスクはなかなか言葉で言っても中にはやれない人、やりたくない人、いろんな方がおられ

ます。その人たちにいかに、どうやったらマスクをつけると言う行動に変わってもらえるか、と

言う方法論が行動医学です。でもいやいやつけていたら続きません。そこで少し難しいですけ

ど、認知行動療法というような気持ちまで変えていくようなより専門的な方法論もあります。 

この行動を変えてもらうには、結局はいわゆるコミュニケーション、特にパーソナルコミュニケ

ーション、ひとりひとりに合った方法が必要になってきて、そのためには個人のデータベースが

必要になります。そこで必要なのが ICTと言うことで、ヘルスケア、遠隔医療とか個人の健康情

報をいかに集積するかと言うことです。これは後で宮田先生もお話しされると思いますが、個人

の健康情報を基に、その人に合ったやり方でこの行動変容を起こしていただくと言う仕組みで

す。それを臨床医学で評価して、より正しい方向あるいはより効率のいい方法を見つける。費用

対効果と言われますが、より効率よくたくさんの方々に健康になっていただくと言うことを考え

る必要があります。 

 と言いながら、この行動医学って結構難しい、いくらいいことを言っても人はすぐには変わっ

てくれませんよね。さらに漢字ばっかりで何となくイメージしにくい。この行動医学をもう少し

何かいい言い方がないかなと思っていろいろ考えているのですが、今回、この万博のテーマで人

間の行動をいかに健康的になっていただくかということなって、やっぱりこれは楽しくなかった

ら駄目だろうと思いました。お祭りですからね。お祭りでお医者さんが幾ら話してもなかなか言

うこと聞いてくれないですよね。もっと気付きの起こしやすいもの、例えばわれわれ吉本新喜劇

さんとも一緒に仕事します。吉本の芸人さんが健康の話とか、もっと体を動かすようなことをや

っていただくと、つい見ている方も一緒に体を動かしたくなる、と言うような仕掛けです。ある

いは会議、お話聞いてもらっても、聞くだけじゃつまらない。そこに自分も行動するとかパフォ

ーマンスすることも必要じゃないかな、ということで、これは我々が考えたわけではないです

が、エンターテイメントを用いたものがいいのでは、と考えました。しかも、そこに教育効果も

ある。教育効果と同時に行動も変えていただく、ということです。すなわち、こういうエンター

テイメントを楽しみとして、さらに自然に健康に気が付いて、その人の健康に対する行動が変わ

っていく。これはこの今回の命輝く未来ということについて、最も必要なことではないかいうこ

とで、これを大きく取り上げるようなテーマ、プロジェクトが必要じゃないか、と考えておりま

す。 

 この健康創生は根本的には、先ほど言いました気づきや考え方を変えていくという認知行動療

法や行動医学を元にしています。そこで大事なのは、その個人の感覚、感じです。その人の行動

がどのようなものかご自分で気付き起こすためには、まずセルフモニタリングと言いますが、自

分の行動がどんなものかと具体的に認識する必要があります。例えば自分が 1日に何歩歩いてい

るかとか、何時間寝ているかとか、夜中ちゃんと寝ているか、というようなことです。そのため

には記録装置が必要で、生体センサーと言うものがあると、非常に気付きを起こしやすいといわ

れています。これも今回の万博で使える、行動を記録すると言うことについて、今一番最も進化

している、使える技術じゃないかなと思っています。ただし実際に行動を変えるためには、先ほ

ど石黒先生からもたくさんお話しされたように、なかなか単純なお話だけでは無理なので、アバ

ターとかを使って行動を支援してくれるような仕組みが必要になってくると思います。それでも

無理な場合は、これは澤先生がされているゲノムとか再生医療とかも引っ張り出してくるかもし

れません。いずれにせよ、最終的には、費用対効果において幾らいいもの作ってもお金がかかれ

ばしょうがないので、BtoBtoC のようないろんな仕組みを利用して、利益循環型モデルを構築し

て世の中に広く普及できるようなシステムを作っていく。このような仕組みを健康創生学として

扱っております。 

先ほどの生体センサーの話をしましたが、センサーでどういうことが起こるかと表にしてみま

した。これはセンサーを付ける、あるいは先ほど石黒先生がお話ししたような自分のアバターを

見たらいろんなことが見えてきます。この無意識の、自分では気づかない行動記録から新しい気

付きを起こす、これは非常に大事なことです。無理やりあなたはこういうところが悪いからこう

しましょうとか言っても誰も変わりません。しかし自分で何かに気が付けばそこに新たな発見が

起こり、そして次の行動に移る。要は、人間は自分で気が付けば勉強にしろ、運動にしろ食事に



 

12 

しろ、いろいろ行動は変わるわけです。行

動医学としては非常に古典的ですが、生体

センサーを使うところが新しい、しかも今

でも必要なことであります。宮田先生もお

話しされると思いますが、こういうデータ

を集積することが非常に重要です。このよ

うなデジタル化は非常に重要なことです

し、そういうデータを今度は自動的に分析

して、これはAIとかが必要ですが、まさに

今回の万博のテーマでわれわれ人間、人類

の今後の健康のために必要なところでない

かと考えております。 

 もう一つ、この行動支援・行動変容について、行動を変えるために何が必要か。モニターして

もそれが実際にご本人に気づきが起こらなければ意味がない。そのために何が必要かということ

で、今回我々が考えたのが先ほど述べたエンターテイメントを用いたエデュケーションです。気

付きを起こさせるということが重要で使えるのではというふうに考えています。ただ、これもい

くらエンターテイメント、お笑いまで持ち込んだとしても、なかなかそれでも変わらないのが人

間なんですよね。なかなか人間は行動を変えるのに非常に難儀する。これはどなたも思われるこ

とであると思いますが、医療の中では特にこういうのは非常に難しいというふうにいわれていま

す。 

 じゃあ、どうしたらいいかなということで、こういう日常生活の個人の情報、それをきちんと

分かるようにしてフィードバックしていく。こういうことをデータビジネスとして用いるという

意味で、これも後で宮田先生がお話しされると思うのですが、この情報をきちっと評価して個人

にも評価できるようにし、それをまた社会の財産としても用いる。これも非常に重要なことだと

いうふうに思います。 

 現在我々が行っていることは、情報をいかに評価するか、生体センサーを使ってこの生体信号

を取り出して、それを記録し解析し個人にフィードバックすることです。そこに必要なのが先ほ

ど石黒先生がお話しになったようなアバターとかアンドロイドです。これは我々はまだ使ったこ

とはないですけども、何回か私もこの会に参加させていただきまして石黒先生のお話を聞かせて

いただくことによって、非常に魅力的な方法になると感じています。まだ行動変容とか行動を変

えるところまでいってないかもしれませんが、最も今後有用なツールになると考えています。ぜ

ひともまた石黒先生にお話を聞かしていただきたいと思っております。 

 その他のことについて、これは現代のいわゆる科学あるいはサイエンスが最も今発達している

ところですが、こういう気持ちとか感情とかいうもの全てについてライフログとして取り込む。

それを個人にフィードバックするのですが、究極は行動変容以上に、例えばあなたはそろそろ心

筋梗塞になりそうですとか、危ないですよ、というような警告、ワーニングを発信する、そうい

うことにも使えるのではないか考えています。そうなれば、より行動を変えやすいようなシステ

ムになるのでは、と考えております。 

 ただ具体的に、今現在の生体信号を取り込む方法は、基本的には接触型と言っていわゆるリス

トバンド、時計タイプを付けてモニターすることが多いと思います。しかし、これはもう近い将

来、もう 1 年、2 年以内になるとは思いますが、ほぼ非接触型のセンサーによるモニタリングが

できると思います。もう現に今、こういうビデオで顔を写しているだけでその人の脈拍とか体温

とかの生体情報がモニタリングできるようになってきました。脈拍を取れることによって、いわ

ゆる自律神経、緊張度とか疲労度とかそういうことも分かります。さらにこの目の動きとかささ

いな動き、これを細かく観察していくといわゆる認知機能も評価可能になると思います。今、認

知症いうのがわれわれ高齢化社会で最も重要な課題ですが、なかなか認知症の特に初期の、いわ

ゆる軽度認知症 MCIといわれる早期の認知症とか認知障害はなかなか分からないですよね。私で

も今、普通にしゃべっていますが、もう既にいろんなところで忘れっぽくなっています。これが

物忘れテストをやれば分かるのですが、なかなかそんなの受けたくないし見たくもないですよ

ね。 

 でも、これが自然に私の目線追っているだけとか、しゃべり方とか、何かをずっと見ているだ
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けで、木村先生ちょっと最近認知度落ちましたよねって言われるようになるかもしれません。い

やー怖いですね、そういうことも十分可能なわけです。 

ここで大事なことは、いかにそれを客観的に、しかもご本人の気持ちを害することなく自然に、

どうやってフィードバックするかと言うことです。そこでまた例のエンターテイメントが必要に

なってくると思います。さりげなく気付きを起こしてあげる。特に認知機能については今後最も

必要なところじゃないかなと思います。この軽度の認知機能の低下、認知症の初期というのは十

分に介入可能というか、元に戻す、あるいは、低下を防ぐことができるというのはいろんな医学

的な検証、実証をされております。いかにそれを個人にフィードバックするかということなの

で、そういう意味では認知症についても十分に今後は使えるものになると思っています。 

さて、先ほどお話ししましたように、この行動を変えていただくのは非常に難しい。特に高齢者

になってこられますと、若い人たちが言ってもなかなか聞いてくれないですよね。もう 50 年、

60 年やってきたことをいまさらと言われたりします。なかなかこれ難しいです。若造が何言っ

てるのかと言われたりすると、ちょっとつらいところですよね。ところが、そういう方々も自分

のお孫さんとか息子さんに言われると微妙に変えることがある。そこでこの健康の行動変容の一

つの方式として、いわゆるボトムアップ、つまり子どもさん、お孫さんからお父さん、お母さ

ん、おじいさん、おばあさんにお話ししていただければ、もっと変わるのでは、というようなこ

とも考えています。 

 今回、万博のテーマは命輝くです、この輝くためにいかに健康について気付いていただけるか

が重要です。しかし病気の話とか認知機能が落ちましたとコンピューターあるいは人間が説明し

ても、なかなかそれはご本人に響かないことが多いです。そこで子どもさんと一緒に考えていた

だく、まずは子どもさんからそういうことを一緒にお話ししていけば、と考えたわけです。さら

に子どもの時から、若い頃から健康教育を受けたということは、青年期や中高齢者になったとき

にも有効と考えられます。いわゆる健康教育をきちっと受けた方の行動というのは、健康につい

て十分に理解していますから継続しやすいと言われています。子どものときからこういう教育を

自然に持ってもらうというのは非常に重要なことですし、それがボトムアップとしてお父さん、

お母さん、おじいさん、おばあさん、高齢者の方にも伝わっていく。これは非常にわれわれ行動

変容を考える者にとっては魅力的な方法と思います。今までなかなかそこまでは手が回らなかっ

たし、実際に子どもにどうやってそんなことやるのか、と言うのが今までの現実だったと思いま

す。そこでまずは子どもからそういう健康の社会に気付きを起こして、提言してもらいましょ

う。さらにそれを子どもさんにとってもっと広い領域でいわゆるグローバルヘルスとして、世界

中の子どもたちでそういう話をしてもらいましょう。そして、それを実際に子どもたちと体験し

てもらいましょう、というようなことを考えております。 

実際に世界中の子どもたちをどうやって集めるか、というのはこれは先ほどお話ししていただい

た石黒先生のお力をお借りするしかないのですが、アバターあるいはアンドロイドの世界を使っ

ていけば、世界中の子どもたちがこういう所に参加できるんじゃないかなと考えております。ま

た、子どもたちの意見というのは非常にフレッシュですよね。われわれ大人では考えつかないよ

うなことも出てくる。他愛のないといったら失礼ですが、子どもの言っていることと思うだけじ

ゃなくて、なかなかこれを解析するのは難しいですが、ここはもう今 AI の世界で、子どもたち

の発言からいろんなことを解析し何が必要なのかというようなことを解析することができると思

います。この自由な発想から新しい健康のコンテンツあるいは行動を変える、あるいは健康のた

めの方式というものが出てくる可能性があるんじゃないかということで、世界中の子どもたちか

らこういう意見を求めたらどうかなと考えております。これはもちろん万博期間中だけではなく

て、むしろその前から、来年あるいは再来年ぐらいからこういう会議をどんどんと開催して、意

見を集約していけばいいと考えています。 

そして、それをもう少し本格的にやろうとすると、いわゆるサミット形式で子どもたちが一緒に

会場に集まって本格的に討論あるいは議論をしてもらう。これも先ほど言った広く浅く集めた意

見をもう少し集約していくためには、本格的な会議も必要じゃないかと思います。ただ、これも

子どもたちだけ集まってやるのではなくて、いわゆる世界のリーダーあるいはそういう領域のオ

ピニオンリーダー、あるいは経験者としての長老の方と一緒にお話ししていただければより話が

現実になり、子どもたちにとっても非常に大きな経験になると思います。同時に、われわれある

いはシニアの方にとってもいろんな話ができるということで、これは子どもから大人まで、非常
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に新しい会議システムができるのではないかと考えております。もちろん、世界中の遠方から一

つの所に集まるのは現実的に不可能ですから、バーチャルな世界が必要です。バーチャルとかオ

ンラインとか言うと、少し迫力に欠けますが、先ほどの石黒先生のお話されたアバターやアンド

ロイドの活躍があれば、十分実現可能と確信しているところです。 

さらに、これは実際に子どもたちによりエンターテイメントとして経験してもらうという意味で

は、キッザニアですね。日本でも結構あると思うのですが、よりリアルにそういう子どもたちに

いのちとして、医学あるいは医療の世界を経験してもらう。あるいはそこで話を聞いてみる。こ

の経験をエンターテイメントとして得ることによって、子どもたちにとってよりインパクトの強

い健康教育あるいは健康意識を持つことができると思いますし、その経験を大人たちに伝えても

らうというのが非常に有効な方法じゃないかなと考えております。 

これは医学会総会とかでよく開催されているのですが、いわゆるキッザニアの医療版です。一つ

の問題は、ごく少数の人しか体験できないというのがずっと言われていることですが、本日のア

バターを用いれば、かなりの数の方々、時差を用いれば 24 時間フル稼働できると思うので、よ

りたくさんの人にこういう経験をしていただくことが可能ではと考えております。 

最後に、この実現のための必要な組織あるいはコンテンツとして、われわれアカデミアが今まで

培ったエビデンスあるいはコンテンツを提供させていただきますし、ネットワークとしては澤先

生を中心とした大阪大学あるいは医学部の連合とかそういうのができますし、今回のこの夢洲機

構ではたくさんの企業様が参加されていますから、それも可能になると思います。 

 最終的には国際的なネットワークも通じて、これは後からお話しされる WAKAZO プロジェクト

の人たちもされると思いますが、世界中の人が参加できるネットワークを作って、この新しいコ

ンテンツあるいは万博に向けてのシステムを作っていただければということで、提案させていた

だきました。また、われわれのホームページにいろいろ書いてありますのでご覧いただければ幸

いです。どうもご清聴ありがとうございました。 

 

 

講演テーマ「- inochi WAKAZO プロジェクト -若者の力でいのちを守る社会を創る」 

増田 奈保子氏 

大阪大学医学部医学科3年  inochi WAKAZOプロジェクト 2020代表  

(一社)夢洲新産業・都市創造機構幹事会員 

 

ご紹介ありがとうございます。大阪大学医

学部医学科3年生でinochi WAKAZO Project 

2020、去年の代表をしておりました増田奈

保子と申します。今年の 2021 年の代表は後

ほどの 3部の WAKAZO パネルディスカッショ

ンで登場いたしますので、そちらをお楽し

みにしてください。著名な先生方と並んで

お話しさせていただくということで、本当

に緊張しているのですけれども、私のほう

からは未来を担う一若者として、そして、

その中でも特にヘルスケアを担う医学生と

して、このような観点から先生方と万博に

向けて一緒にやっていきたいと思っているプロジェクトに関してお話しさせていただきます。 

今、スライドで共有させていただいている写真、私の写真なんですけれども。私はすごく大事に

している教訓がありまして、人はいつ死ぬか分からないということを非常に肌で感じておりま

す。私は将来救急医になろうというふうに思っているのですけれども、これまで救急医療の現場

を何十回も見学してきました。その現場の中では本当についさっきまで日常生活を営んでいた人

が突然亡くなってしまうということが本当に多くあるのだなということを痛感しました。そし

て、しかもその中には救えたはずなのに救えなかった命がかなり多くあるというふうに感じてい

ます。例えば何か兆候があった時に何かおかしいと思って病院に行っていれば、あの時もっと早

く心臓マッサージをしたり AED を使ったりしてれば、もしかしたらあの人は今も元気に生きてい
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るかもしれないっていうことを非常に感じております。そのように守れたはずなのに守れなかっ

た命をゼロにしたい。守れる可能性をもっと広げたいっていうふうに思っていて、社会全体でも

っと命を守るような仕組みづくりをしていきたいなというふうに考えております。 

先ほど澤先生から少しご紹介していただいたのですが、このような社会全体で命を守っていきた

いという思いで私たちinochi WAKAZO Projectは活動を続けております。私たちのミッションと

して掲げているのが、「若者の力でいのちを守る社会を創る」ということを掲げております。こ

こで少し着目していただきたいのが、若者の力でという部分ですけれども、これは若者が決して

全部作るという意味では全くなくて、大人の方々と私たち若者とで一緒に作っていきたいってい

うふうに強く思っています。私たちは未来社会の基本構造に若者の声を入れていって、それを入

れた状態で作っていくところまでを一緒にやっていくことが非常に大切だと考えています。 

ただ、私たちは全然経験も実績もなく非常に未熟だとは自覚していて、大人の方々にかなうもの

も全然ないという自覚はある上なんですけれども、万博で示すべき未来というのは、私たち若者

が実際に生きる未来であって、私たちはその未来を動かす当事者としてもっと社会をよくしたい

という思いで活動しています。だからこそ、今の社会を引っ張っている大人の方々と私たち若者

が一緒に議論して、一緒に未来を作っていくことこそがまず重要じゃないかなっていうふうに考

えています。私たちはこのように思って『いのちを守る社会』を作りたいと思い、今まで中学生

高校生と一緒にヘルスケアの課題を解決するプロジェクトを何百個も作ってきたり、万博誘致や

万博での提案を行ってきたりしております。 

2025 年の大阪、関西万博のテーマはいのち輝く未来社会のデザインですけれども、先ほど先生

方からも何度かご指摘があったように、このタイミングで行う万博では人類がウィズコロナ時代

にどのように命と向き合って社会を育んでいくかに一つの答えを出さなければいけないなという

ふうに思っていて、それに対して私たちが出した答えがいのちを守る万博をしたいというもので

す。私たちが提案したい万博は、単に楽しかったねっていうふうなことで終わってしまう万博に

したくはないなというふうに思っていて。実際に未来のいのちを描いて本当に人のいのちを守

る、そんな万博を作りたいっていうふうに思っております。 

先ほど石黒先生のお話からあったように、今の時代は単に守るだけではなくてそこからのいのち

の在り方の設計をしていかなければならないっていうふうにおっしゃっていたのですけれども、

本当にそのとおりだと思っています。私たちはその守り方の部分を新しく設計したいというふう

に考えております。その実現にあたって必要不可欠になってくるのがデータだと考えていて、宮

田先生がデータのスペシャリストだと思うんですけれども、私たちもデータを使って新しい命の

守り方を作っていければなというふうに考えております。コロナ禍を通して私たちはいのちを守

るためにデータがいかに重要であるか気が付いたんじゃないかなというふうに思っていて、感染

状況がデータによって把握されて適切に政策に反映されれば感染症から多くの命を守ることがで

きるというふうに、みんな分かったと思います。 

では、データ駆動型社会は今後どのように発展していくのか。この問いの答えを探すために

inochi 未来・WAKAZO 適塾というものを開催して、オンラインゼミなんですけれども、第 1 回か

ら第4回まで共感価値型社会や幸福、データインフラ等のテーマに分けてデータ駆動型社会の未

来の在り方を具体化してまいりました。こちらは全 8回を予定しておりまして、第 5回より先は

2 月頃から行おうと思っているので、そちらに関しての案内は 3 部のパネルディスカッションの

ほうでさせていただきます。 

これらの inochi 未来・WAKAZO 適塾で具体化し作り上げたものが、意思のあるデータでいのちが

守られるっていうことを考えております。これまでの私たちは取られたデータがどのように社会

の役に立っているのか、これがすごく分かりにくく感じてきたのかなっていうふうに思ってい

て、大阪万博を通して私たちはこのデータの一方通行性を解消して、次のステップへ進んでいけ

るんじゃないかと考えております。この中でカギとなってくるのが、私たちのウィリングネス、

つまり、いのちを守りたいっていう主体的な意思が大事になってくるというふうに考えておりま

す。それはちょうど誰かの命を守ることを願いながら献血をして自分の血液を提供するように、

私たちが同じように主体的に誰かを守りたいという意思を持ってデータを提供する。これを進め

ていけないかなというふうに考えております。 

例えばですが、こちらのJAMA Cardiologyに掲載されたこちらの論文では、心房細動という病気

があるんですけれども、Apple Watch を使ったその心臓の病気の新しい検出方法がこちらの論文
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により提案されました。この研究にデータ

を提供したのが、重症の心房細動の患者さ

ん51名と開始時点で健康だった世界中のこ

ちらの研究に賛同した9750名です。この人

たちが Apple Watch で心電図のデータを提

供して研究施設によって分析された結果、

ハイリスクな人の心房細動を感度98パーセ

ントの精度で感知できるという可能性が示

唆されています。世界にインパクトを与え

たこの報告は51名の患者さんと病院の外に

いる賛同者約 1 万名の協力で実現できてい

ます。この例によって、意思のあるデー

タ、誰かの命を守りたいという思いで出されたデータを使って新たに新しく命を守れるというこ

とが示されています。 

では、なぜこの 1 万名はこのデータ提供に協力したのかということを考えていきたいと思いま

す。この輪を広げていくためには何が必要だと皆さんは思いますでしょうか。私たちで分析をし

てみると、まずマネジメント、次にデータリテラシー、最後にウィリングネスという三つの階層

が必要じゃないかというふうに考えました。第一にマネジメント側への信頼と利便性、まずはこ

れが基盤として必要だと思っています。次にデータリテラシー、すなわち、データを正しく理解

して必要な行動に結び付ける能力。これが第 2 に必要になるんじゃないかというふうに思いま

す。このマネジメントとデータリテラシーの二つが土台となった上で、最後に後押しとなるのが

第 3の階層、ウィリングネスというふうに考えております。マネジメントとデータリテラシーの

話はかなりさまざまな所でされているかというふうに思っているんですけれども、それに加えて

必要だと思っているのがどうすればユーザーがウィリングネス、主体的な意思を持ってデータを

提供するかというところだと思います。私たちにはデータを提供したいと思うきっかけがないん

じゃないか。このような結論に至りました。そこで最後の階層、ウィリングネスでは主体性が刺

激されてわくわくするような仕掛けであったり、誰かのために行動変容したいと思うような利他

性。これを仕組みとしてデザインしたいというふうに考えています。そして、私たちはこれを未

来の命を描く大実験場である 2025 年の万博で社会実装したいというふうに思って、具体的な社

会インフラとして構想しました。それが inochi のペイフォワード。誰かの命のために自分の命

を大切にする未来社会づくりというものです。 

ペイフォワードとは、誰かを大切にしたいという思いの、これが循環していくという意味です。

さて、このスライドの左にデータを提供している個人がいます。あなたはどのような仕組みがあ

ればデータを提供するでしょうか。例えば、マラソン中の心停止を予測するデバイスを開発する

という例で考えてみたいと思います。マラソン中の心停止のリスクは高く、一度心臓が止まって

しまうと心臓マッサージをしても必ず助かるという保証はどこにもありません。あるマラソン大

会にあなたが参加するとします。あなたがウィリングネスを持って通常の参加費に追加で研究開

発に同意して、少しのお金を払って参加するとスマートウォッチが提供されます。マラソンの数

日前にスマートウォッチが自宅に届き、マラソン終了時まで付ける。その間の心電図が研究機関

に提供されます。すると、そのデータによってマラソン中の心停止を事前に予測するデバイスの

開発が進んで、未来のランナーを心停止から救うことができる。このような仕組みがあれば、何

のためのデータ提供か分かった上で主体的に意思を持ってデータを提供する、このようなことが

可能になるのではないでしょうか。自分のためだけではなく誰かのためにというウィリングネス

を持って、あなたもデータを提供してinochiのペイフォワードに参加したくなりませんか。 

inochi のペイフォワードを一般化した図がこちらになります。万博をきっかけにペイフォワー

ドを体験してもらい、いろいろな分野にこの仕組みを生み出していきたい。誰かの命のために自

分の命も大切にするという新しい価値観を広げていけるんじゃないかというふうに考えていま

す。自分のいのちは自分で守る時代から、いのちを守り合うきっかけにあふれる時代にできるん

じゃないか。このいのちを守り合うきっかけにあふれるという要素を、万博で行う設計に取り入

れられるんじゃないかというふうに考えています。若者でもシニアでも体に不安がある方でも、

データを通して命を守り合う生活を送る。そのようないのちの在り方を実現できるのではと考え
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ております。 

意思のあるデータは個人のいのちだけではなく人間の暮らしと一体となったまち全体の可能性も

拡張していきます。昨年はバーチャルワールドを作成して inochi のペイフォワードを支える未

来都市のプロトタイプを作成しました。これを発展させてリアルとバーチャルが相互に作用して

融合した未来が作れるというふうに考えています。意思のあるデータで新しいいのちの守り方を

確立し、を守り合うきっかけにあふれる社会を作りたい。第 3 部の WAKAZO パネルディスカッシ

ョンでは、リアルとバーチャルの相互作用も含めて、視聴者の方々とのインタラクティブなセッ

ションにしようと考えているので、ぜひ積極的にご意見出していただけますと幸いです。私のお

話はこれで以上となります。ありがとうございました。 

 

 

第２部  

講演テーマ「いのち輝く未来社会の共創」 

宮田 裕章氏 

慶応義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授   

２０２５大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー テーマ「いのちを響き合わせる」 

 

私のほうからは命を響き合わせるというよ

うな視点からの少し話題提供をさせていた

だければと思います。2025 年の万博を考え

る上で、やはり避けては通れないのは新型

コロナです。この新型コロナは世界を不可

逆な状態まで変えたっていうのはいくつか

理由がありますが、そのうちの一つは社会

に対する大きな影響。それに全世界が対峙

しているということです。アメリカの場合、

アフリカアメリカンが 2 倍以上の死亡率に

なったのですが、これはいわゆるハイリス

ク者になる要因、肥満や喫煙等があり自分

だけではどうにもすることができない問題で、出てくる食事がビッグサイズ、そういう家庭の中

あるいは環境下では肥満からはなかなか抜けられないですよね。あるいは医療に対するアクセス、

これがやっぱりアフリカアメリカンでは非常に阻害されている。そしてエッセンシャルワーカー

として働かなくてはならない。そういうものが積もり積もって 2倍以上の死亡率になり、これが

Black Lives Matterになり、そして大統領選挙の結果も変えたということです。独立宣言のとき

に奴隷制度反対を書き込めなかった。これが積み残した状態です。世界は経済合理性というもの

で支配的に回ってきていたのですが、そうではないと。これはアメリカだけではなくてドイツが

例えばベーシックインカムの議論していたりとか、あるいはフランス政権は環境問題で大敗して、

そして新しい社会について考え始めたりということで、世界の中には金融合理性、経済合理性だ

けではなくて、環境であり構成であり人権であり命、憲法であり、さまざまな軸がある。この中

で転換点迎えつつあるということです。 

もう一つは、このデジタルです。古くは農業革命、産業革命、そして情報革命ということがいわ

れていましたが、このインターネット、スマートフォンや SNS、こういった情報革命です。これ

までも全て序章に過ぎないと、ここから徹底的に変わるんだということがいわれています。そし

て、日本は何となく GDP が高かった。いわゆる IT に関してもそれなりに進んでるんじゃないか

という誤解があったのが徹底的に壊されたのが、このコロナです。OECD37 カ国中、いわゆる教

育が進んでいる、日常的に ITを教育で使っているというランキング、日本は 37位だったり。あ

るいはデジタル競争力も世界 27 位で先進国最低レベルです。そして、とどめを刺したのがこの

コロナです。給付金の問題というのが皆さん印象根深いと思いますが、いわゆる勾配つけて 30

万配るという当初の案が良かったんですが、それはデジタルは使えないからできないとなった。

さらに一人一人に 10万一律で配るのに数か月かかって、さらに 1500 億円余計にかかったと平井

大臣が憤っていましたが、これがインドだったりドイツだったり他の国々は一瞬で配った。1 週
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間以内数日で配りました。あるいは、デジタルの重要なことはそれだけでなくて、他の国が今取

り組んでいるのは痛みというのは一人一人波形によって異なるので、その痛みをとらえた上で必

要な支援を必要なタイミングで必要な人に届けていく。これができるようになったんですよね。

今までは一律に配る。これがビジネスだったり行政の役割だったんですが、そうではないと。最

大多数最大幸福のものを提供するのではなくて、一人一人の価値をとらえて、そして Diversity 

and Inclusion を実現する。これがまさにこれからの社会に必要とされるんだろうということで

す。日本が全て悪かったのかというわけではなくて、これまでの成長において、デジタルに対し

て対応が遅れ、昭和が成功し過ぎたというのか、そこに社会が過剰にフィットしていたという部

分もあるんです。ファックスであったり、あるいはテレビであったり。こういったものが行きわ

たる中で器用にそこを修正しながら対応してきたのがもう限界を迎えてきた。 

一方で、この 10 年間振り返ると例えば中国っていうのはスマホ時代のデジタル環境、そして経

済に大きくフィットしたことで百度、アリババ、テンセントを生み出していった。ただ、この先、

日本はまさに転換期を迎えなくてはいけない中で新しい社会モデルを作ることができれば、例え

ばそれは最大多数最大幸福から最大多様最大幸福というものなんですが、リーダーシップを示せ

るかもしれないし、日本からもさらなる新しいビジネスも生まれるかもしれないというところで

す。 

そのときにもう一つ考えなくてはいけないのは、今の富を生み出すものは何かというと、データ

にスイッチしてきていると。これまでの石油から一気に大きく切り替わった中で今までの勝ち方

っていうのはデータを独占して富を独占するという方法でした。でも、そうではない、それじゃ

限界だっていうことがわかってきた。例えば国が独占するというのは中国のスタイルで。これは

確かに最小幸社会においては有効だろう、コロナ対策もうまく行っているかもしれない。一方で、

それが達成された先の多元的な豊かさはどうかというと、香港の退路が一つの舞台かもしれない。 

一方で、企業に全て任せればいいのかっていうと、これが例えばアルコール中毒の人にアルコー

ルを勧める。なぜなら、儲かるからだと。あるいは、大統領選挙で前々回の 5年前に何が行われ

たかというと、投票行動を変えるのは人を怒らせることだということで、データを読んでプロフ

ァイリングして怒る部分を明らかにして、そこにフェイクニュースを当てる。これではいけない

だろうと。この中でやはり新しい権利として EU が提案してきたのが、データにアクセスする権

利は個人の基本的人権だということ。これはこれから中国やもう既にアメリカにも影響を与えて

きている。ただ、課題がありました。一番大きく見落としていたのは、データは共有できるとい

う性質です。所有財の例えば石油であれば、いわゆる使うとなくなってしまうので、排他的に所

有して時にそれを取り合う、競争する。競争こそがいわゆる経済の原理だ。こういうふうに考え

られていたんですが、データは違う。1 人の患者さん、1 万人のデータがある。この 1 を加える

とよりよい治療が分かる、予防が分かる。この1万が10万、100万になることによって、全体が

良くなる。これから全てがそうなるというわけではないんですが、こういった財を共有しながら

新しい価値をともに生み出していく。こういったことが大事になってくるのではないか。やはり、

この企業独占型の大きなプラットフォーマーがいるアメリカあるいは国が一元的に管理する中国

っていう所は、もうそっちの方向に進んでいるのですが、それ以外の国にとっては、やはり第 3

の道がいるだろうということで、2019年のG20ではデータ・フリーフロー・ウィズ・トラスト、

大阪トラックというのを決めて、この万博に向けての新しい社会を提示するというものを日本が

リーダーシップを取りながら今も私もメンバーになっていますがダボス会議等で検討を行ってい

ます。 

そういった中で、新しい社会っていうのは何だろうかっていうことを考えたときに、その手がか

りっていうのは今からだと50年前。そして、2025年から見ると55年前の万博にもあるんじゃな

いかなというふうに考えてます。一つは、月の石ですね。軍事競争の隠れ蓑として、国家の威信

をかけた戦いだという見方もありますが、ただ、この月の石を見たときに人々が何を感じること

ができたのか。やはり、この記憶に残ってるっていうのは、今の社会のエッセンシャルの要素を

持っているんです。この5年前、1965年ぐらいからいわゆる国を超えた旅行っていうのが一般的

になってきて、一般の人たちの中にもアメリカ人、フランス人、イギリス人、日本人と間隔がで

きている。ただ、この月の石を見た人たちはどうなったかというと、地球人になれたんですよね。

この宇宙から地球を感じる認知装置を通して、地球人としての感覚を持った。これがまさに今で

いうSDGsです。つながる世界というところにつながっていく一つの重要な概念。 
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もう一つは太陽の塔です。いろいろな文献

とか当時の人の話を聞いても1970年の段階

から太陽の塔をべたぼめしていた人ってい

うのは、そんなに多くないと思う。1 割か

よくて 2 割だったというふうにいわれてい

ます。当時としては怖い、気持ち悪いとか

こういう言葉だったんですが、これはいっ

たい何を表していたのか。岡本太郎の言葉

を借りると、芸術は爆発だ、命の輝きこそ

全てだ、経済成長そんなものはしゃらくさ

い。そういうようなお金ではない命の輝き

の中に先がある。こういうことを言ってい

た。当時はまだ高度経済成長の中にあったのでぴんと来ない人が多かったんでしょうが、これが

高度経済成長が終わり物の時代っていうのが終焉し、日本が長い停滞期に入り、そしてデータの

時代に入っていった。いわゆる所有で豊かさが表せるっていうことを言う人は、もうほとんどい

なくなってきた。そんな状況にあって、今、やはり太陽の塔というのは輝きを増しているという

ふうに考えています。 

このときにやはりこれからの社会を考えると、この二つのエッセンスというのはすごく大事だな

とあらためて感じています。物の所有で図ってきた GDP、これがいわゆるもう時代遅れだといわ

れてきたアマルティア・センあるいはスティグリッツ。ノーベル経済学賞を取った 2人が何を言

っていたかというと、豊かな生、ウェルビーイング、命の輝きだということですね。ただ、1 人

だけご機嫌でも世界は回らない。これはコロナがまざまざとわれわれに突き付けたことです。1

人が 1.3 人に感染するとドイツは 2 カ月で崩壊する。1.2 人だと数カ月のうち、1 を切れば未来

が開ける。つまり、一人一人がどこで何を食べてどこに遊びに行き、どういう仕事をしながら、

そしてどう学ぶのか。これは全て世界とつながっているんですよね。このときにやはり大事にな

ってくるのが、いわゆる独りよがりのウェルビーイングではなくて、つながりながら互いに豊か

に生きることができる。better co-being というような概念につながっていくのではないかとい

うふうに考えています。 

つまり、これが『いのちを響き合わせる』という概念につながるところですね。命を響き合わせ

て作る多様な社会、その世界をともに体験する中で一人一人が輝くと。特に産業革命以降という

のは、人はやはり経済を回すための歯車として役割が与えられてきた。一つの企業のために一生

懸命働き、残りちょっとが余生という、こういう仕組みの中にわれわれ生きるということを位置

付けられてきたんですが、これからはそうではない。生きるっていうところからむしろ始まる。

何を大切にしてその人が生きるのか。これが先にある中でこういったいわゆる多様な一人一人の

生きるっていうのが響き合う中で、社会そのものをともに作っていくということがこの万博の中

で転換を迎える世界にとって大切になっていくのではないかなというふうに考えています。 

この話し合いの中で、万博の会場デザインというのも生まれてきました。当初は分散ということ

で非中心というものが最初のアイデアだったんですが、それだけではなくて、やはりこの分断の

時代においては多様さを尊重しながらもそのつながりというものを考えていこうと。万博会場を

見上げたときに、やはり空が大きな場所になんですね。一つの空を見上げながら、このリング。

単なる輪っかではなくて、この今までの建築っていうのはいわゆる個を分断しパーソナルな領域

を確立し、そして時に権威の象徴だったり威圧するもの、こういうような役割もあった。けれど

も今回はそうではなくて人々と人々、そして、人と世界をつなげる。これをデザインするものが

一つの建築の役割なのではないかと。こういったつながりの中で世界の多様な生きるということ

だったり、命の輝きっていうものが輝くことによって、輝いていれば万博が成功といえるのでは

ないかなというふうに考えていますし、そのときに実はこの中の命の輝きを際立たせていったら、

こういったリングですね。このつながりがもしかしたら象徴になるかもしれないなというところ

ですね。こういったコンセプトで生まれてきているということです。 

こういった多様でありながら一つであるという中で、やはり命の輝きというものをもう一度再定

義することも大事だろうということが、私の考えるようなこのセクションの中の一つでもありま

す。健康という概念です。もうかなり古いんですね、50 年前の概念。途中でもお話ししました
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が、Black Lives Matterにも注目されるように、個人だけをエンパワーメントしてもやはり健康

というのは維持することができないんです。肥満の方や喫煙者が周りにいる。この中で、個人の

努力では自己責任としてはい上がることができないし、あるいは、例えば死を迎える間際の人、

その人の生が意味がないのかっていうと、必ずしもそうではないだろうと。健康なのかそうじゃ

ないのかということではなくて、例えば認知症の進行した人であっても、その人が大事にしてき

た生きがい、それは他者とおしゃべりすることかもしれないし、手芸かもしれないし、いろんな

ものがあるんですが、そういった一人一人が大事にするものにともに寄り添うことによって、見

通しが厳しい人たちであったとしてもその命の輝きというものを後押しすることができるのでは

ないか。それを考えたときに、これは先ほどのbetter co-beingっていう部分の医療、そして健

康の言い換えなんですが、やはり健康をこの単なるステイブルな状態ではなくて、社会であった

りあるいは環境だったり、あるいは生体の中、さまざまなシステムであったり人たちの調和とつ

ながりの中で、その人が輝く。そして、社会も輝いていく。こういうような『いのち輝く』って

いうことを再定義していくことも必要になっていくと考えています。 

例えば医療の一つの考え方なんですが、今までやはりわれわれはデータがどうしてもそこにあっ

たことによって、病気の死の間際の所のみを考えてきた。もちろんこれも大事なんですが、これ

がスマートフォンだったり 5G、IoT、いろいろものを使うことによって手前から可視化できるよ

うになってきた。例えば認知症であれば、中等度以上になるとほとんど不可逆で、世界でそれを

治すとすりゃ、これ 15 年以上ないというふうにいわれてるんです。ただ、これがフレイルだっ

たり軽度認知障害であると変えられるかもしれない。そのときに、今までは歩行速度秒速 0.8未

満になると非常に死のリスクは高まる。ここばっかり見てたんですけど、実際低下するのはその

もっと手前なんです。1.8 ぐらいのところから徐々に悪化していく。でも、ここにはデータがな

かった。でも、今はこういったスマートフォンですね。こういったものを活用することによって

手前から発見することができる。このときに健康目的の健康ではなくて、その人が楽しむことが

できる。あるいは、働きがいの中でそっと支える。そういったアプローチによってこの健康その

もの支えながら、その人の生きがいの中でともに健康になる。『いのちが輝く』というアプロー

チもあるだろうし。これは単なる一つの考え方でしかなくて、食も間違いなくこれから変わるだ

ろう。いわゆる今まで満漢全席一瞬の快楽だったり、あるいはちょっと優しいもの。それだけで

はなくて、未来から考えたときに、体格もきょう食べたものも、あるいは健康の状態も違うのに

同じ量のものを同じように食べてたというのは、恐らくおかしいと思うだろう。一人一人に合わ

せたそういった食っていうのが、これからも出てくるだろうし。それを楽しむ中で、実は健康と

いうものは保たれていくということで、こういったものは事例でしかないのですが、やはりここ

から大阪がまさに世界で一番いのちが輝く場所になる中で、このbetter co-beingということを

支え合いながら、つながりながら互いに健康になっていく。ここに大阪であり、日本の企業のさ

まざまなソリューションっていうものが出てくるということになってくるので、こういった企業

の取り組み、ビジネス、新しいソリューションをこの未来社会の中に位置付けながら世界に打ち

出していくことができれば、新しい可能性がここから広がっていくのではないかというふうに考

えています。 

これは、もちろん医療であったり、あるいは企業のビジネスだけではなくてまちづくりというも

のもここにつながっていくでしょう。スマートシティっていうのはこれまでそこに参画する企業

のビジネスを合理的に行うための場っていうことにどうしても使われがちだったんですが、そう

ではない、それだけではない。そこに集う人たちの多様な輝きを可視化していくような、こうい

った取り組みを実装していこうということを今、うめきた 2期では関連の企業さんたちと一緒に

話し合っていますし、こういった中でうめきただけではなくて大阪のエリアと連動させながら新

しい社会と未来を作る、未来をともに作るというものを考えていければいいなと思っています。 

それは例えば、一人一人得意なもの好きなものは違ってくるので、サッカーを子どもたちに教え

ているような大人たちがいたとしたら、それを今までは何も評価されていなかったんですが、一

つのスポーツに関連するようなポイントにして、そういった人たちがセレッソ大阪のバックステ

ージの中で、生の学びができ、それを子どもたちに還元していく。あるいは、地域の中で文化に

貢献するような活動を行うような人たちに関しては、美術館に誰を呼ぶか、あるいは、閉館後の

2 時間に来館して、いつもとちょっと違う体験ができる。いわゆるお金の補完として新しい価値

を作るのではなくて、それと携行するようなさまざまな豊かさというのをともに考えていくこと
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ができるような場を作ることができれば、新しいまち、新しい未来につながっていくのかなとい

うふうに考えています。 

こういったいわゆる上から一方的に照らす光ではなくて、過去から現在に至るさまざまな命とい

うもののつながり、そこに集う人々の祈りだったり、あるいは時にともに歩む道を照らして時に

人々を包み込むというような、こういうようなビジネス、場づくりだけではなくて、こういった

ものと連動するような展示を作ろうということは、これは他のプロデューサーとも今、一緒に考

えているようなものです。これは万博で突然わき上がってきたものではなくて、奈良の大仏って

もともとこういうものでしたよねっていうこともありますし、これが大阪の地域における祈りで

すね。西方浄土四天王寺のこういった考え方、大切にしてきた文化と連動しながら新しい社会に

つながっていければいいかなというふうに考えています。 

まさに何が時代の転換点だろうと考えたときに、今までの human being、考える人。そこにある

人ということだけではなくて、ここから先は、今までは社会システムというのはわれわれを縛り、

そして導く、時にコントロールするものであったんですが、この大阪万博を軸にそれだけではな

く、そこに集う人たちがともに照らしながら新しい社会を作っていく。human co-beingの時代。

こういった転換点として大阪万博というものが位置付けられていくと、もしかしたら新しい可能

性につながるのではないかなというふうに考えています。以上です。 

 

 

講演テーマ『「100億人・100歳時代」豊かで持続可能な社会の実現』 

森崎 孝氏 

株式会社三菱総合研究所 代表取締役社長   

(一社)夢洲新産業・都市創造機構幹事会員 

 

皆さん、こんにちは。三菱総研の森崎でご

ざいます。本日はこのような貴重な機会を

いただきまして、誠にありがとうございま

す。ちょっと皆さん、三菱総研といっても

ご存じない方があるかもしれませんので少

しだけ宣伝をいたしますと、今から 50 年

前、1970 年に三菱創業 100 周年の記念事業

としてできたシンクタンクであります。そ

ういう意味では万博と同じ年に生まれたと

いうことであります。ちょうど去年が50周

年ということでありましたのでいろんな事

業をしたんですけれども、その中の一つと

して今後の 50 年後の社会を 1 回考えてみようということで、そこに表題に書いておりますよう

に、100億人100歳時代。これは造語であります。多分100億人近くなっているでしょうし、100

歳にも近くなっているだろうということで 100 億人 100 歳時代。それが豊かで持続的な社会であ

るためにはと、いろいろスタディーをした次第であります。ちょっと今日はこれをご紹介して、

この考えが万博につながればいいなというふうに思っております。 

そこへ行く前に、ちょっと足元の潮流変化というのを一つだけ押さえておきたいと思います。こ

このところ VUCA の時代、不確実性の時代というふうにいわれてるんですけれども、このコロナ

を契機にここで四つの潮流が非常にはっきりしてきたというふうにいえると思います。一つは米

中の覇権争い。これは単に経済とか政治とかいうだけではなくて、これは安全保障とか宇宙まで

広がっている。あるいは、そういったものを受けて格差分断が広がり、戦後の世界を支えてきた

民主主義あるいは資本主義、こういったものが揺らいでる。下のほうに行きますと、地球の温暖

化。これは本当地球のあちこちで自然災害が発生している。これだけ取るとネガティブなんです

けれども、そういったものに人類がようやく目覚めて、いわゆるグリーンリカバリーといったも

のが世界的な潮流にありつつある。そして、右下の所。これはデジタル。これは言わずもがなだ

と思います。そういう意味でこういった新たな潮流が起こり、VUCA からさらに超 VUCA といって

もいいような時代になってきているというふうに思います。 
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この 50 年、豊かで持続可能という社会を考える上でどういったことが制約条件になるだろう、

どういったことが拡張条件になるだろうというのがこのページであります。この制約というと、

一言で言うと地球ということでしょう。ですから、地球の資源であり地球の環境であり、そうい

ったものが 50 年本当に耐えうるのだろうか。そこへの手当がいるだろうと。一方で、そういっ

たものを支えてくれるものとしては、ここに出ていますようにその技術。今日いろんな先生から

お話をいただいて一段と意を強くしているわけですけれども、この技術というのが大きな一つの

社会をパラダイムシフトしうる可能性があるというふうに考えております。 

また、その 50 年後。今、宮田先生からもお話がありましたけれども、価値観がかなり変わって

きているというふうに思います。前回の万博ですか。1970 年の頃、これはやはり経済成長と物

が豊かであるということを追及してた時代だと思います。あの頃のコマーシャルを思い出します

と、『大きいことはいいことだ』とか。『24 時間戦えますか、ジャパニーズビジネスマン』と

か。『Oh!モーレツ』とか。まさしくそういったことを象徴していたと思います。それが今後 50

年といったことを考えたときに、きょう何度も出てますけども、持続可能かつ質的な満足。宮田

先生でいう、ウェルビーイングではなくてここに co が付くんだと。こういう世界ではないかと

いうふうに思います。 

それでは50年後、100億人100歳とした上で、そういった社会が可能ならしめる五つのポイント

というふうに考えております。左側が個人の目標、右側が社会の目標というふうに書いてますけ

ども、個人の目標としてはやはり健康。心身ともに健康であり能力は発揮できる。それから、1

人孤立ではなくていろんな形でつながりを持った、そういったことが確保されてまた進化をして

いく。また、いろんな形での価値創造ができる。自己実現なんかもそうだと思いますけれども、

こういった個人の要望、欲求。こういったことが満たされる社会。それを満たすためには当然そ

の社会がサステナブルじゃなくてはいけなくて、そのいの一番というと、やはり安心安全。これ

はもう単に自然災害とかそういうだけじゃなくて、サイバーとかいろいろ範囲は広がっていきま

すけれども、こういったものが担保され、そもそもその地球がサステナブルでないといけない

と。こういう目標を満たさないといけないのではないかというふうに思います。 

では、そういった五つの目標を満たすためにわれわれにはどういった手段があるんだろう、どう

いった方策があるんだろうということで書きましたのが、3X と共領域と書いています。この 3X

も造語ですけれども、いわゆる BX、CX、DX。こういった技術革新のことを言っております。共

領域というのは、協調、共創による価値創出のためのいわゆるコミュニティ。こういったものを

かけることによって、この目標が実現できる。現在の社会で言うと他律集中、自己中心型です

か。そういう社会ではなくて、自律分散、協調型の社会。これに近づくことができるのではない

かというふうに思います。 

今申し上げました BX、CX、DX。DX のところはもう本当に日々毎日新聞でも出ておりますけれど

も、きょうも澤先生をはじめとしてこのバイオ。BXのところ。このBとDを足し合わせることに

よって、さらにこの CX が進化をしていく。この辺りは私が言うよりも皆さん先生のほうがお詳

しいので、ここは飛ばしたいと思います。 

そして、その共領域。ちょっとこなれてない言葉ではありますけども、一人一人が自己実現を行

う。現在の社会で言いますと血縁、地縁というのが昔からあって、これがサラリーマンとなって

社縁というんですかね。会社の縁ということがあるわけですけども、そこにはおのずと限界があ

る。こういったつながりの世界がより広がってくっていうんですか。それが単にリアルだけでは

なくて、先ほどから出ているようなバーチャルのような形で。また、その自己実現からさらにも

う１段上の部分。マズローで言うと 5 段階から上の 6 段階ということになるんでしょうけれど

も、これは利他の実現というのが出てくるんだろうと思います。そこには先ほど宮田先生も出て

きましたけども、仏の理非とか太陽の愛とか、何かそういったものが出てくるんだと思いますけ

ども、そういった下に書いておりますけどもやりたいことを探索して価値を創出して、そういっ

たものを共有化しながらまた共感できる。そういった共領域。これをリアルとバーチャルで作り

上げていく。これ大きなポイントであろうと思います。そういう意味で、現状必ずしもそうでは

ないかもしれませんけど、つながりが薄く、孤立分断した社会ではなくて、つながりによって新

しい価値の創出ができる自律分散協調型。これが目指すべき社会であろうというふうに思いま

す。 

ちょっとあまりにも概念的なんで、具体的に何かというのでよく最近お話をしてます弘前大学の
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COI、センターオブイノベーションを少しご

紹介したいというふうに思います。青森県

というのは日本で一番の短命県でありまし

て、これを何とか最下位から脱出しようと

いうことで立ち上がったプロジェクト X と

いいますか、弘前大学を中心とした動きな

んですが、過去 15年間にわたり県民の方の

べ 2 万人ぐらいだと思います。1 人あたり

2000 項目のデータを取って、これを健康の

プラットフォームにしていく。これを病気

の予兆の発見ですとか、生活習慣病である

とか将来的にはこれをまだ認知症にも高め

ていこうというふうな取り組みをされておりますけれども、これもコミュニティとしては非常に

小さなコミュニティかもしれませんけれど、こういうのがそういう 3X かける共領域の一つの萌

芽ではないかというふうに思います。 

そして、最後のページですけれども、今、私ども 100 億人 100 歳。それが持続可能で豊かでとい

うふうなことで書かしていただきました。それを右側に今日先生方からいろいろお話をいただき

ました『いのちを拡げる、いのちを響き合わせる』というふうに置いてみますと、私どももそこ

まで意識してこれを作ったわけじゃないんですけれども、非常に近いことを先生方からも今日お

伺いし、非常に意を強くしているところであります。私ども、これぜひ、こういった豊かで持続

可能な社会、これが『いのちを拡げ、いのちを響き合わせる』。そういった世界とかなり近いと

いうふうに、あるいはひょっとして同じ目的を言ってるんではないかというふうにも今日思いま

したけれども、こういった活動を通じて個人が行動変容し、社会が大きな変革に向かって舵を切

っていく。こういうことの一つの大きなターニングポイントといいますか、動機付けっていうこ

とになれば、それが万博につながっていけばというふうに思います。今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。以上です。 

 

 

パネルディスカッション 
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大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー 

◆澤 芳樹 氏     大阪大学医学系研究科外科学講座心臓血管外科教授 
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進行 

◆高橋 朋幸 氏  （株）三菱総合研究所 西日本営業本部 本部長／万博推進室 室長 

(一社)夢洲新産業・都市創造機構幹事会員 

 

高橋氏：それでは、第 2 部のパネルディス

カッションのほうに移らしていただこうと

思います。いくつか論点を事前に少し投げ

かけさせていただいておりました。論点の

一つとしまして、まずこれからの50年の人

間社会の変化といのちを拡げいのちを響き

合わせる未来共創についてお伺いしたいな

と思っております。こちらの画面ですが、

以前、どちらかの講演であったと思いま

す。澤先生が今回のテーマの関係性を 1 枚

で整理されていた。皆さまの講演からは生

命と非生命。あるいは物理空間と仮想空

間。データの所有と利用。命と産業の両立。いろいろ大きく変わるメッセージをいただいており

ます。それぞれの専門のお立場から、今回のテーマの未来共創についてコメント、ご発言。皆さ

まのご講演をお聞きになってのご感想でも結構ですので、まずはいただけたらなと思います。 

早速ですが、澤先生。この 1枚の図に対しての思いとかをあらためてお聞かせいただければと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

澤氏：ありがとうございます。これ、やはり命がテーマであるということが最初から万博の中

心にあったわけでありまして、それをどうやって表現していくかという過程で特に強く皆さんの

意識に残ってきたのが、COVID-19 だと思います。そのために命を守るということがかなり優先

というか皆さんの頭の中にあって、今、万博、inochi 万博というのはそういうことなんだとい

う意識が強いのかもしれません。これは何も今たまたまそうかもしれませんが、もっと大きな観

点で考えると、そもそも私はやはり命は確率でつながっているとしか思っていなくて、明日死ぬ

かもしれない。脳梗塞がいつ起こる、心筋梗塞が起こるっていうのもなかなか予知しにくい中

で、命をどう自分で守るんだという、そういう意識が自分の中にあって。それが共感を生む。コ

ロナだから余計共感を生んでるんですが、共助の社会につながっていくというのが最初の、今の

視点での考え方でもあり、これはでも、もうもともとの人間が生物が生きている限りの考え方で

あろうと。これをどうやって守っていくんだということと、この万博全体を未来社会の中で実現
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していくにあたって考えたときには、やは

りもう既にデータ駆動型社会だと。ところ

が、日本はデータ駆動型社会としてはかな

り先ほどの宮田先生の話にもあったよう

に、ある意味遅れてるんじゃないかという

ところから一層に命という言葉を、いのち

を響き合わせるということで一挙にデータ

駆動型社会がど真ん中に来るべきだろうと

いうふうに今考えてるわけであります。 

それをじゃあ、駆動型社会からどうやって

その命を具体的に守っていくんだ。響き合

わせていくんだというところで、やはり私

はアバター共生社会ですね。人間とアバターとの共生社会を含めて大きく命を拡げていく。この

中に石黒先生の話にもありましたように、いろんな命を救うためのいろんな技術が、医療技術な

り医療のデバイスや医療治療法の進化が新しい命を作って、それが命を拡げていく。こういうコ

ロナ禍で嫌な言い方しますと、結局これまで地球上に人間がホモサピエンスが発生してから、ま

だ 200 万年ぐらいしかたってない中で、それほど大きな DNA の変化、遺伝子的な変化はとげてい

ないにもかかわらず、極めて急速過激に地球環境が石器時代からあまりに変化してしまった中

で、人間がどうサバイブするかということを考えたときに、そのような技術からあらためていろ

んなアバター共生も含めた新しい技術がデータ駆動型社会の中で、もしくはデータを活用しなが

ら命を開けていく。すなわち新しい人間を設計している、新しい命を設計していく。こういう全

体の観点は今日の全ての演者の先生方の共通点になる1枚のスライドではないかというふうに思

っております。 

 

高橋氏：ありがとうございます。今の澤先生のお話をお聞きになって、石黒先生いかがでしょ

うか。 

 

石黒氏：澤先生の言われるとおりだと思う

んですね。僕はやっぱりこだわるっていう

か、大阪の人間にとって大事なのは千里の

万博を超えるということだと思うんです。

千里の万博はもう歴然とした命の塔が今で

も真ん中に鎮座していて、あの中身は命の

木が入っているわけですよね。それとは違

う 50年前とは人間はここまで進化して、こ

んなに違ってきたんだっていうことがちゃ

んと見せられないといけないなというふう

に思うんです。それは生物として進化して

きた人間から、データやいろんなものを駆

使して自分たちで自分たちをデザインする、そういう時代に来たんだと。技術は生身の命を支え

るっていうのが 50 年前。でも、技術は生身と融合して人間自らが自分たちの未来を決める。だ

から、50 年前は生き残ればいい、繁栄すればいいっていうことで命は大事なんだけれどもその

命の中身を考えることはなかったし、定義をしようっていうこともなかったわけですよね。で

も、これからは命って何ぞやとか命ってどう設計するものなのかとか、命の中身、技術が命に及

んできてるんです。一番僕変わったのは、遺伝子を改良するとか脳を改良するとか技術ってそこ

まで、要するに遺伝子とか脳っていうのは多分命に直結するもので、そこに命の答えがあるだろ

うってみんな思ってたんだけど、命の答えを明らかにする前にもうそこに目的はもちろん治療な

んですけど、そこに科学技術の手がのびてしまってるわけですよね。そうなれば、われわれはど

うのばしていくのかということをすぐにでも議論して、その議論やデータに基づいて設計に入っ

ていかないといけない。そういうことがこの万博から始まるというのがレガシーかなと思ってい

ます。 
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高橋氏：石黒先生ありがとうございます。宮田先生、先ほどの講演で生きる、を再定義とおっ

しゃっていましたが、今、2 人の先生のお話をお聞きになられてつながりということでこのテー

マを共創していくという観点からコメントいただけますでしょうか。 

 

宮田氏：お二人の先生の意見には全面的に

賛成というのか、やっぱりずっとディスカ

ッションしてきてるというところもあって

方向性は非常に一貫してるし共通かなとい

うところですね。大阪万博 50年前それを踏

まえた上で、これは私の話の中にもありま

したが、どんな未来を作るのか。そこに生

きるということを能動的にとらえて、命と

いうものをどう互いに高め輝かしていくの

かということはすごく大事な部分だと思い

ます。ただ、その在り方ですね。多分それ

もいろいろそれも多様であってもいいと思

うんですよね。アメリカ、GAFA とも私は一緒に仕事してますが、彼らが考える新しい命という

のか発展です。ソーシャルグッド。単なる儲けだけではない方向に彼らも移行してきてるので、

アメリカが考えるもっと先の輝きがあったり。あるいは、中国のいわゆるスタイルの中にも確か

に統制の部分もあるんですが、お金を超える価値のようなものも一番うごめき始めてるのが中国

だったりするので、彼らの先にもそういった未来があるのではないかというふうに考えてます。 

同じように、この万博のプロデューサーたちが考える未来っていうのは結構一貫している部分、

つながっている部分もあり、それをまさに藤本壮介さんが建築のデザインにしていただけたんで

すけども、ただ、その中でも例えばいわゆる非人間を軸にして考えるっていうスタイルの人たち

と、非人間から考えてみるっていうようなそういう人たちがいたりとか。ここですと福岡さんと

か昆虫だったり、そういうところから考えるという観点が大きかったですね。あるいは、いわゆ

る個人を軸にするのか、社会を軸にするのか。こういったこともいろいろ人によってアプローチ

は違う。あるいは、輝きに寄り添うためにいわゆる強くエンパワーメントするのか、あるいはそ

っと寄り添うのか。こういったスタンスがそれぞれ異なってくる中で、石黒さんと私はやっぱ

り、もちろん非人間ということも考えに入れながらも人から始まる中でどう考えていくのか。そ

ことは切っても切れない中でこの社会っていうところは結構共通してる部分です。我々がこの連

携することによってまた全体につながるものも作れればなというふうに思っていまして。特にバ

ーチャル部分っていうのは、今、全体としてもそんなに構想があるわけではないんで、この私と

石黒さんの二つのパビリオンが連動する中でアバターであったりデータの部分というものを作り

ながら、全体の万博と連携するようなそういった流れを作ることができれば、これは参画してい

ただくような人たちにとってもまた新しい取り組みとの連動になるのかなというふうにも考えて

いるので、そういった皆さんとのゆかり、つながりの中で具体的な打ち込み、ビジョンというも

のも皆さんと一緒に対話させていただければいいなというふうに考えてます。 

 

高橋氏：ありがとうございました。続きまして、木村先生。世界の子どもたちの参加といろい

ろアイデアをいっぱいおっしゃってますが、今回のテーマとの共創という観点ではどのような可

能性があるかということをお聞かせいただければと思います。 

 

木村氏：ありがとうございます。今回子どもたちが健康をいかに、皆さん人類にフィードバッ

クするかということですよね。そういう意味では子どもから発信するのは非常に大きな意味があ

ると思うんですよね。それとちょっと子どもは外れるんですけど、結局いのちを輝くというの

は、いかに健康であるかということだと思うんですよね。その健康の評価が個人によって変わっ

てくると思うんです。ある人は走ったりすることが健康であるかも分かんないし、ある人は何か
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物を作ることが健康であるかも分かんない

しということで、個人に合った健康を 1 人

ずつフィードバックできるようなシステム

をパーソナライズする必要があるんです

が、それはもう今のAIとか皆さんのアバタ

ーとかそういうの作ることによってどんど

ん可能になってきたんです。だから、個人

がいかに満足できる健康を得られるかって

いう、そういう社会とか仕組み、それを私

は作っていければいいかなと考えておりま

す。ありがとうございます。 

 

高橋氏：ありがとうございました。増田さん、命を守り合うとおっしゃっていましたが、澤先

生の図で行きますと恐らく左のところかと思いますが、その中で先ほどのプレゼンの中でも命の

ペイフォワードというこの時代だからこそというようなご提案ございましたが、そういった観点

で今回のテーマとの共創ということでどのような可能性があるかお聞かせいただけたらなと思い

ます。 

 

増田氏：ありがとうございます。先生方

のお話を聞く中で、やっぱり作りたい未

来の方向性は本当に一緒だなっていうふ

うに感じていて、本当に共創の可能性は

無限大だなというふうに感じて聞いてお

りました。私のほうから提案させていた

だいた inochi を守る、守り合う社会を一

つ象徴する命のペイフォワードというモ

デルなんですけれども、その中で一つ大

事になってくるのが利己と利他の共生と

両立になってくるっていうふうに思って

いて、利他は決して自己犠牲ではない利

他がまず必要で。例えば献血をするにしても自分が貧血で献血で血液抜かれたら倒れてしまうぐ

らいの人が献血に行く必要はないっていうふうなので、それは自己犠牲であって。そうではなく

て余裕がある。十分な血液があって、その自分の基盤があった上で余裕がある部分で誰かのため

に血液を提供する。そのような自分が崩れない程度でできる利他。これがまず大事になってくる

かなというふうに思っていて、それこそが利己と利他の両立なんじゃないかなっていうふうに考

えています。 

結構、利他と利己が共生するっていうのは世界中の中でも最近出てきている概念ではあるかなと

思っていて、その一つプラネタリーヘルスという領域もあるんですけど、例えば健康的な食事を

することによってフードロスがなくなる。これによって環境が守られる。このような人のウィン

も環境のウィンも両方がウィンウィンになれるということが、最近かなり多くの分野で推し進め

られている方向性かなっていうふうにとらえております。その中でいのちを響き合わせるといの

ちを拡げるというところとの共生で考えますと、まず命を守り合うことがまさにいのちの響き合

いというふうにとらえることができるというふうに思っております。 

拡張に関しては石黒先生のお話でも何回かあったと思うんですけれども、拡張された命の例えば

そこから新しくとれるようになったデータ。それをさらにペイフォワードに生かしていくことで

また新しい命の守り方、守り合い方ができてくる。このような少しだけ例を出していただいたん

ですけど、本当に例えばこのような形で共創の可能性はかなり無限大にあるなということを感じ

ていました。 
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高橋氏：ありがとうございました。森崎様、先ほどの講演で 3X と共領域ということに触れられ

てましたが、今回のテーマと関連して具体的なイメージとかございましたらご紹介いただけます

でしょうか。 

 

森崎氏：ありがとうございます。冒頭申

し上げましたように、今、世界で分裂分

断がかなり進んでいて、それが1年や2年

で急に元へ戻ってくるっていうのはなか

なか難しい。そういう時代ではないかと

いうふうに思います。そういった中で多

分いのちを拡げる。このところについて

は比較的グローバルで皆さんコンセンサ

スが得られやすいんだろうと思いますけ

れども、いかに響き合わせるかっていう

辺りになってくると、結構それぞれ体制

によってとかあるいはその地域によって

とか考え方によって価値観によってという部分があるかとは思うんですけれども、ぜひどちらか

一方ということではなくて、この命を守る、それから拡げる、響き合わせる。これをかけること

によって何かそういったところをブレイクスルーできるような、万博にぜひしていただきたい。

あるいは、そういったことの発端になるような万博にしていただきたいというふうに思います。

先ほど申し上げたのは非常に小さな青森の実験ですけども、そういったものが本当のリアルでで

きる世界ではああいうことしかできないのかもしれないんだけれども、それが先ほどから先生方

がお話になってるようなそういった技術でいのちを拡げることによって、またそれが響き合いに

持ってくるという、そういったいくつもの事例というんですかね。発端をこの万博で築いていた

だきたいなというふうに考えております。以上です。 

 

高橋氏：ありがとうございました。そうしましたら、深野様。今回のテーマに関して期待する

こと。あるいは、産業と地域経済から見るとどのような共創や可能性がありそうかといった辺り

をご紹介いただけたらなと思います。 

 

深野氏：今回のテーマの中で、この『いの

ちを響き合わせる』っていうのは非常に大

事なテーマだと思ってます。やっぱりいか

に人と人とのつながりを取り戻すかという

のが非常に今大きな課題になってるんじゃ

ないかと思ってまして。これはデジタルと

ある意味では裏腹なところがあると私は思

ってるんですけれども、例えば SNS が非常

に発達をしてきて、SNS を通じてみんな情

報を取るようになる。あるいは、人とつな

がる。それはそれでいろんな情報に触れて

選択肢が増えていいのかもしれませんけれ

ども、結局、自分と同じような傾向のある人にしかコンタクトをしなくなる。そうすると、結

局、何となく社会の間で大きな溝ができてしまって分断状態になる。例えばアメリカの今の騒ぎ

なんかもそういうことが表れているんじゃないかと思っておりまして、あの議会への襲撃の騒ぎ

が起こった後でも、バイデン大統領の次期大統領の選挙結果が不正だと言ってる共和党支持者が

まだ8割にも達しているという、そういう調査もあるようでございまして。やっぱりそこのとこ

ろをどうやって一体感、つながりを取り戻していくのか。コロナのことを考えても、コロナって

いうのは例えば会食とかいろんな会合とか、そういう人間のつながりみたいなところを一番激し

く攻めてきてるということでございまして。本当にコロナにも翻弄され、それからもともとそう

いうことでばらばらになるような、そういう流れになってる中でもう一度人と人とのつながりを
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取り戻すというのが、ある意味ではいのちを響き合わせることになってくるんじゃないかなと思

っております。 

ただ、これをじゃあ一体どう見せるかというのは非常に難しいと思うんですけれども、いろんな

社会の課題に自分たちが何らかの貢献をして、その結果が課題解決につながっていくということ

を見せるというのもあるかもしれませんし。その辺りは多分これから考えていかないといけない

ことだと思っております。 

 

高橋氏：ありがとうございました。そうし

ましたら、続きまして論点の二つ目に入ら

させていただきたいと思います。二つ目

は、これは石黒先生が万博の三つの重要な

要素を整理されています。これにつきまし

て、『いのちを拡げ、いのちを響き合わせ

る未来共創』の表現方法についてご意見い

ただけたらなというふうに思ってます。既

にさまざまなアイデア、講演でいただいて

おりますが、この辺りに関してまずは石黒

先生、澤先生、木村先生に命の在り方とい

うのも一つ大きな議論の題材だと思います

ので、これをどのような仕掛けとか演出あるいは装置で展開するかについてお伺いしたいなと思

っております。 

まず石黒先生にお伺いしたいのですが、石黒先生のお話の中でバーチャルとリアル。あるいは、

人間と機械との関係ですね。これの相互のマトリクスみたいな考えみたいなものを持てばよいの

か。あるいは、今回あまり触れられませんでしたけど、万博アプリの活用といったこともおっし

ゃられてます。こういう取り組みでレガシーに向けてどのような装置、演出でどういった議論を

期待されるか、考えておられるかといった辺りをお伺いしたいですがいかがでしょうか。 

 

石黒氏：私の話の後ろのほうで紹介したん

ですけど、私のイメージっていうか、これ

が固まった話ではないということなんです

けど、まずは展示ですよね。今現状の技術

で機械はいかに人間に近づいているのかっ

ていうのと、人間がどうやって機械を取り

込んできてるのかっていうこと、ちゃんと

しっかりと最新の技術が展示できるってい

うのが大事かなと思うんです。その上には

万博ですからいろんな体験をするという仕

組みが必要かなと思います。私や宮田先生

がまだ考えている最中ですけれども、命っ

て一体何かっていうのを子どもから大人までが考えたり、あとは何か音楽と合わせて命を感じる

とか。それから、響き合うということに関しては多分命が、これは僕が勝手に書いてるんで宮田

先生とほとんど何も相談せずに何となくのイメージで書いてるんですが。 

 

宮田氏：大丈夫です。 

 

石黒氏：溶け合ったり羽ばたいたりしていくっていう。最後はだから命が羽ばたいて人間がも

っと発展していくんだっていう、そういう感じの展示ができれば 50 年前とは違う。要するに、

50 年前は人間が進化の頂点に立って幸せな生活っていうことだったんですけど、次の 50 年は人

間がいろんなものと命のレベルで融合して宇宙というか世界。ワールドって意味、単なる広い世

界っていうことではなくて、人間の枠を超えた世界に溶けだしていく。そういうのが感じてもら

えれば未来についてはるかに大きな可能性を表現できるんじゃないかなと思ってるんです。僕、
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カンブリア爆発をイメージしてるんですよね。生物進化において、やっぱりカンブリア爆発は大

きかったんですが、命の定義を考え直して機械との融合を直視していくっていうのは、もう一回

身体の制約を取り払って人間がカンブリア爆発を新たに起こして飛躍的に進化するって、そうい

う予兆かなという気がしてるんです。すみません、勝手な妄想なんですけど。 

 

高橋氏：ありがとうございました。澤先生は inochi 未来館構想で2050 年命の旅、あるいは命未

来のまち 2050。あるいはジーザニアといろいろとご提案されてますが、その辺りで人間の未来

と多様な命の在り方を考える上で考えておくべきこと、共通する要素とかございましたらご紹介

願います。 

 

澤氏：私のお話の中ではもうある程度時間

の関係もあって割愛したんですけど、これ

は inochi 未来プロジェクトである意味無

邪気に考えていたテーマとしては、命の旅

をしてもらおうと。これはもちろん、です

から、この辺りはどこまで実現できるのか

石黒先生とのつながりの中で全然まだ相談

はできてないんですが。この空飛ぶ車って

いうのはかなり万博のときにイメージされ

てますので、ある意味、ライド形式のテー

マパークパビリオン。これお金がどれだけ

かかるのか全然考えずに以前に提案した形

ですが、搭乗手続きというか、そのライド形式の空飛ぶ車に乗った時点でいろいろスキャニング

をしながらデータセンシングでデータをもらう。もらうというか提供してもらうんですね。これ

はもちろん個人情報的なことをうまく解決しての話でしょうが。 

まず、これ石黒先生のところにもありました。共通してるんだなと思いましたけども、命をすく

む未来を直視してもらう。これ、2 年ぐらい前にコロナがまだとてもパンデミックなる前からこ

のような VR を使ったホログラムによる没入感の創出をどういうふうに表現できるかなという中

に、もちろんパンデミックもあって、こういうふうな命がすくむ未来を予測する。それをもう既

に経験してもらう。そこからそれのソリューションとしてここにいろんな開発しうる要素なり新

しい技術、それらを回避するようなこういう経験をしながら最終的には命をつないでいく未来を

考えようという、こういうイメージを持ってもおりました。これはもう一つの完全に案ですけど

も、それによって命の大切さを知る未来社会を経験してもらいながら、そこから外に出ると先ほ

ど申しましたフィールドがあって、そこでは新しいいろんな機器を装着したり。そこでもやはり

データを採取さしていただきながら、実証、実装、ピープルリビングラボの世界をうまく活用し

たこういうふうなサステナブルなスマートシティを実現しようという話。これがある程度一体化

しているとイメージを inochi 未来プロジェクトでは持ってはおります。この辺りがでも、前半

も真ん中も VR で表現できる部分も随分あるのかなというような話は、これはまだまだこれから

議論していく部分だというふうには思います。以上です。 

 

高橋氏：ありがとうございました。宮田先生、今、澤先生が未来のまちとかいろいろ表現して

いただきましたが、先ほどのお話で human co-being を実現するスマートシティといったような

こともご提案していただきましたが、その辺りで何かもう少し踏み込んだことってございます

か。 

 

宮田氏：今回の私と石黒さんと連動して場所を作ったとしてもかなり狭いんですよね。パビリ

オンとしては。なので、物理的な展示っていうのをどういうところにとぎすましていくかってい

ったところには、かなり石黒さんの案というのが今ここまで詰めてきた現状ではあるんですけど

も。ただ、それはあくまでも物理的な部分に限ったところで、バーチャル部分を作ることによっ

てそこのパターンとか可能性というのは非常に制約なく広げることができるっていうのが一つで

す。 
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あともう一つは、うめきた 2期。これは私、アドバイザーを務めていますので、その関係者とも

話をしてるんですが、こういった場との連動だったり、あるいは大阪のさまざまな場と連動して

いくことによって、展示する場所っていうのも広げることができるんですね。バーチャルとつな

ぐことによって。今、万博とも話してるのが、例えばそこでバーチャルな部分を作ることによっ

て、それが例えばある企業と連動して作ればそこからスケールアウトするというようなことも可

能になってくるんですね。いろいろなアイデアを持ち寄りながらこのバーチャルとフィジカル、

そして、フィジカルな場もパビリオンの場所だけに絞るのだけではなくて、さまざまな場所とつ

なぎながら、それは時に企業さんの場所だったりとかあるいは千里だったりしてもいいとは思う

んですけど、そういうような展示の可能性を広げていくっていうことが重要になるのかなと思い

ますので、できる限りやっぱりいろんなアイデアだったりいろいろな企画を企業の方々に持ち寄

っていただければ、万博としての可能性は開けていくのかなというふうに考えてます。 

 

高橋氏：ありがとうございました。木村先生、行動変容とか命とエンターテイメントの話も触

れられてましたけども、そういった要素を万博でもう少し表現するとなると具体的にどういう形

があり得そうでしょうか。 

 

木村氏：これも万博来ることが楽しいとい

うことですよね。楽しいいうことは、自分

が健康なるとか長生きできるとか。もっと

今できなかったことができるとかいうよう

なことがいっぱいできると思うんですよ

ね。これは実際のフィジカルな面も含めて

VR とかバーチャルの世界も含めてですよ

ね。だから、自分のなりたいようにとか健

康になれる。どんな健康になれるかとか自

分は何歳まで生きれるのかとか、そのため

にどんなことをすればいいのかなというの

が自分一人ずつ分かるってことですよね。

だから、何が何でもここに参加したいというようなエンターテイメントの場を提供することはで

きると思うんです。すごくもう夢のある世界で。大阪のときは 50 年前は参加するだけで価値が

あるとかあったと思うんですが、今回はもっと実利があるような万博になりそうな気がするんで

すよね。だから、ぜひとも参加したいというような、そういう夢のある万博ができるんじゃない

かなと。ちょっと具体的なことはまだ少し分からないですが、という感じが今日のお話聞いて僕

もできるんじゃないかなというふうに思いました。 

 

高橋氏：ありがとうございました。深野様、関西の地域のプロジェクトとか先ほどうめきた2期

のお話もありましたけども、あるいは関西フレンドリー宣言でベンチャーとの連携とか、さまざ

まなネットワーク作りもされてると思うんですが、企業や地域のかかわり方という観点で何か盛

り上げる方法とかおありですか。 

 

深野氏：このパビリオン自体もそういうネットワークを作る場になるといいなと思ってます。

大阪でもいろんな面白いことやってる人がたくさんいるんで、もうそういう人たちを直接結んで

バーチャルの世界ででもいいと思うんですけども、いろいろと楽しいことやってみると。あるい

は、それをみんなに見せるということがあるんじゃないかと思ってまして。それから、それは別

に大阪だけじゃなくて国内のいろんな他の場所あるいは海外だっていいと思うんですよね。今、

イベントをいろいろ連れてきて世界のナショナルデーみたいなの作って、そこで各国のイベント

をやるなんていうのもありますけども、別に来てもらわなくてもそういうことでここをゲートウ

ェイにして世界中の人とつながるということがもしできれば、それはそれでもう一つネットワー

クができるかもしれないと。そういうようなことで本当にネットワークのハブになったらいいん

じゃないかと。前の万博は千里でこの千里を超えないといけないということですから、今度は万

里で世界中につながるというのも、もしかするとあるかもしれないですね。 
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高橋氏：ありがとうございました。増田様、若者の力で盛り上げるということでいきますと、

どんなような役割あるいは若者としてはこんなことをやってみたい等、先ほどもお話伺いました

けど、他に何かございますか。 

 

増田氏：ありがとうございます。まずやり

たいこととしてはペイフォワードを進めた

いというのが一つ、ここでどうしても言っ

ておきたいことです。その上でスタンスと

してお伝えできればいいなと思うのが、議

論する際にもちろんいろんな世代の人であ

ったりいろんなバックグラウンドを持った

人がそれぞれの強みを持ってる、役割を持

ってるっていうのはあると思うんですけ

ど、その際に議論するときにまずはそうい

う若者とか例えば disability を持ってる人

とか、そういうレッテルをまず外して話を

始めるところからできればいいんじゃないかなというふうに思っております。大人が大人の意見

をまとめたりとか、若者が若者の意見をまとめてそれをぶつけるっていうやり方ももちろんいい

とは思うんですけど、大人と若者が未来社会の在り方をさまざまな所で面で協力するように一緒

に議論していくことがいいんじゃないかなっていうふうに思っています。 

例えば若者なのにえらいねとか、先生が言ってることは全部正しいとか。そういうことじゃなく

て、まずはレッテルを全部外した上で同じ社会を生きて同じ未来社会を作っていく仲間として考

えていきたいというふうに思っております。若者が望む要素があると思うんですけど、その要素

自体が本当に社会にとっていいものか。そこから含めて WAKAZO だけじゃなくて、いろんな若者

を含め先生方とこれからも議論したいなというふうに考えています。そういうまずレッテルを外

すところから考えていくこと。これによって誰一人取り残さない共創ができていくんじゃないか

なというふうに思っていて、そういう若者も含めた誰もがその社会の一翼を担っているっていう

自覚を持った上で作っていけたらいいなというふうに考えています。 

 

宮田氏：ちょっと追加でいいですか。すみ

ません、失礼しました。追加でお話しした

いことが、万博のいわゆる 2025 年の場で

の展示っていうところもすごく重要なんで

すけども、きょう企業の方々非常に多くい

らっしゃられるのであらためて強調したい

のは、そこでの展示だけがやっぱり今日の

目的ではなくて、そこに向けてどういう取

り組みを例えば一緒にしていければいいの

かみたいな形ですよね。この多くの企業の

社弁にはやっぱり今日お話ししたような社

会に貢献する人々をつないでいくって書い

てあるんですよね。やはり、そういったこの企業の活動をより発展させる中で自然に 2025 年と

いうのが一つ集う場所になるんですけども、そこだけではなくてこの未来に向けてどういうこと

を一緒にやれるのかっていうようなお話でもカジュアルにさしていただいくとすごく面白いなと

思います。 

一つ具体例を言うと、例えばさっきの分断の話なんですけども、いろいろなアプローチあるんで

すけど一つ考えたときに、茶の湯のもともとの始まりっていうのは、戦国時代各国の大名が価値

観をぶつけ合う分断の中で、そこを乗り越えるために人と人がどう向き合うかというところから

発祥してるんですよね。別に茶の湯をもう一度って話ではなくて、そういうような一つの文化体

験としてつながりの中でどう対話をしていくか。そこに例えば食というものをどう位置付けてい



 

33 

くかとかですね。あるいは、それ以外の体験というものを位置付けていくかみたいな、もしかし

たらいろいろなアプローチの中でこれまでの企業が行ってきた文化体験が変わっていくかもしれ

ない。いろいろなアプローチ入り口はあるので、ぜひカジュアルにそういったことをディスカッ

ションしていければなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

高橋氏：ありがとうございました。森崎様、今の宮田先生のお話をお聞きになって何かござい

ますか。つながりとか今までおっしゃられていましたが。 

 

森崎氏：今回の万博はそのつながりの起点

になればと先ほど申し上げたんですけれど

も、例えば今回確か2800万人ぐらいを一応

ターゲットにされてるんですけれど、私な

んかもそうですが、やっぱり関西にもとも

と住んでて、でも今はもう東京に行っちゃ

ったとか、あるいは他の場所に行っちゃっ

たって方もたくさんいらっしゃると思うん

ですよね。今、私、逆参勤というのをいろ

んな場所で申し上げます。これ何を言って

るかというと、昔は江戸に向かって全ての

人が集まり、今は東京に向かって全ての人

が集まり、そういう意味では集中がされてるわけですけれども、それがもう一回それぞれの地方

というんですかね、そこに帰っていく。これは地域再生、地方再生にもつながり、より広がりが

つながっていくということだと思うんです。例えば、その関西のご出身の方が何か万博のところ

でもう一回そこで関西に帰ってくる。これはですから、先ほどのおじいちゃんおばあちゃんの健

康を気遣うとかいうことからも始まるのかもしれませんけれども、何かそういうこのつながりが

万博だけに終わらず、一つ日本の社会課題でもある地域再生とかそういったことに向けての気付

きを与える、そういった一つのイベントといいますか、それも合わせてしていただければという

ふうに思います。以上です。 

 

高橋氏：ありがとうございました。早いものでそろそろお時間も迫ってきているんですが。最

後に石黒先生、宮田先生、澤先生から全体へのご示唆。あるいは、このいのちを拡げ、いのちを

響き合わせる未来共創に向けてメッセージがございましたら、1、2 分ご発言いただけたらなと

思います。 

 

石黒氏：いのちを響き合わせるっていうことで、一番僕大事なのは、今、これから万博に向け

て人間が設計していく命とはどういうものかというのをちゃんと議論を重ねていくことなんだろ

うと思います。その議論を何重にも重ねていけば、必然的に万博でどういうものを展示してどう

いう体験をしてもらうのがいいかっていう形が見えてくる。まだもう少しは時間があると思うん

です。今、概要を計画してますけど、実際にその中身が具体化してきて中身を作っていくってい

うのはもう 1、2 年あるわけですから。今すぐに命の在り方なり命の設計の方向性なり、人間の

命ですよね。私、やっぱり人間の命にこだわるべきだと思ってるんです。いろんな考え方があっ

て、生態系全体の命を考えようというのもあるんですけど、やっぱりこの命っていうからには人

間の命をどういうふうに生かしていくのか。その命の中身って何なんだろうっていうことをちゃ

んと議論して、万博に向けて取り組んでいければなというふうに思います。 

 

高橋氏：ありがとうございました。宮田先生、いかがでしょうか。 

 

宮田氏：ありがとうございます。これから 2025 年の万博はどうなるのかってことに関しては、

今、石黒先生がおっしゃったように、やはりいろいろな対話、議論積み重ねていってみんなで方

向性を見いだしていくことになると思います。何が残るのか、何が一番すごいのか。いろいろあ

るとは思うんですけど、一つ、私は確実に言えるんじゃないかなって言えることは、ある一人が
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作るものじゃないんだと思うんです。これはやはり今日いらっしゃった皆さんとともに作る。い

ろいろな方からも Co-Creation のことおっしゃっていただきましたが、皆さんとともに作ってい

くこと、そして世界にそこを巻き込んでいくっていうこと。これが分断を乗り越えることにもつ

ながっていくので、ぜひこういった場を継続的に持たせていただきながら、またこの場にとどま

らずこういうことを考えているっていう方々がいらっしゃれば、ぜひ一緒に対話して進んでいき

たいなと思いますので、引き続きご指導のほど、そしてご一緒に取り組ませていただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

高橋氏：ありがとうございました。澤先生、いかがでしょうか。 

 

澤氏：私は二つありまして、やはり医療と観点から行くと、今考えうる日本中、世界中の最先

端の技術をどれだけ集めて表現するかっていうことができるかどうか。先ほど申しましたよう

に、手前みそ的に申し上げたんですが、やっぱりこれからの病院をどう変えるべきか。阪大病院

ではそれを先陣切って実現していきたいというふうに思っているが故に、万博であるべき展示と

かに医療者がどれだけコミットしながら本当にその医療として実現していくかっていうことが、

一つのレガシーになっていくだろう。だから、医療の目から見るとやっぱり最大の技術力をいか

に導入しながら、しかもそこが研究者の発表の場だけではなくて、やはり企業の方々が、もしく

はもう産業化していくんだという inochi の産業と申しましたけど、そちらに回っていくんだと

いうことをやはり実現していって、恐らく万博のときにまさかコロナがまだ続いてるはずはない

んですが、また今後のいろんなパンデミックも踏まえて、これはもう本当、人類が、私は医者と

しての無力感を極めて感じながら、でも、やはりこれを乗り越えた次の強い世界は inochi を守

る産業とか inochi を守る社会になってるんだろうというふうに思うので、それが一つのレガシ

ーだと。 

そこまで考えると、やっぱりレガシーの先にあるものってスマートシティっていうか、まちだと

思うんですね。それは何も新しいまちだけではなくて、新しい広い場所にあらためて完璧なまち

をつくるだけではなくて、旧市街とかべたな昔からつながるまちをどのようにスマートシティに

していくかとか、そういう観点をやはり大事にしたら、やっぱりそこに住む人がどれだけ QOLと

いうかクオリティ・オブ・ライフが上がるかという、そこに尽きると思うんですね。ですから、

そういう観点のレガシーが集積されてスマートシティになる。医療の面でもそういうふうに新し

い技術が inochi を守る産業になる。全体を通して inochi の経済と inochi の産業になるのかも

しれませんけど、ちょっとそういう方向でレガシーをもちろん重視しながらですが、あらためて

今後皆さんとパビリオンでの表現の仕方ですね。これを具体的に、石黒先生や宮田先生ともお話

させていただいてますし、木村先生や他のいろんな先生方にも入っていただいて、もしくは産業

界の方とともに作っていくべきかなというふうに思っております。 

 

高橋氏：ありがとうございました。最後に深野様。今、inochi の産業、inochi の経済と出てき

ましたので、いかがでしょうか。 

 

深野氏：経済産業ということでございます

ので一言申し上げると、inochi の産業って

どういうものなのかっていうの必ずしも外

延がよく分からないんで、まだ自分でも頭

整理できてないんですけど。ただ、これ特

定の産業分野に限った話じゃなくて、あら

ゆる産業が命の意味を考えて、それをそれ

ぞれの立場からビジネスに反映させるとい

うのが inochi の産業なのかなと。だから、

例えば普通産業はみんなエネルギー使うん

ですけど、エネルギーを使うときにじゃあ

二酸化炭素をじゃんじゃん出すようなこと

でいいのかということになると、やっぱりそれはまずいわけでして、そこはむしろ再生可能エネ
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ルギーをどうやって使ってくのかっていうのを考える。これも多分、inochi の産業なんだと思

うんですよね。それから、当然、健康医療分野というのはこれはほとんど inochi の産業そのも

のだと思いますけれども、そこでどうデータを活用してくのかっていうのも、これも inochi の

産業かもしれませんね。それから、いわゆる行政とかそういうものもある意味では一番人々の

QOLに関係してくるので、しかもデータをいっぱい持ってますから、これもinochiの産業かもし

れないと。そういうことで、それぞれが命というのをもう一度考える。だから、ちょうどみん

な、最近、今日はちょっとしてませんけど SDGs と万博のバッジ付けてますけど、あれと同じよ

うにやっぱり命の印、万博のマークが命のマークなのかもしれませんけどね。それを常に意識し

ながらやってくというのがinochi産業なんじゃないかと思うんです。 

 

高橋氏：本日は多様なバックグラウンドの皆様のご意見でございますので、とても時間が足り

るとは思えなかったのですが、第二部いのちを拡げいのちを響き合わせる未来共創についてのパ

ネルディスカッションをここまでとさせていただきます。ありがとうございました。第三部は

WAKAZOパネルディスカッションです。ぜひ続けてご参加下さい。 

 

 

第３部 WAKAZOパネルディスカッション 

＜登壇者＞ 

◆川竹 絢子氏【進行役兼務】  研修医 

(一社)inochi未来プロジェクト推進委員 

(一社)夢洲新産業・都市創造機構幹事会員 

◆木島 優美氏        東京医科歯科大学医学部医学科 2年 

inochi WAKAZOプロジェクトメンバー 

◆楊 光耀氏         建築設計 都市計画 Many Conference共同主催 

Urban Exercise主催 

◆増田 奈保子氏       大阪大学医学部医学科 3年 

inochi WAKAZOプロジェクト 2020代表   

(一社)夢洲新産業・都市創造機構幹事会員 

 

アドバイザー 

◆澤 芳樹氏         大阪大学医学系研究科外科学講座心臓血管外科教授 

 (一社)日本再生医療学会理事長  

(一社)inochi未来プロジェクト理事長 

(一社)医療国際化推進機構理事長  

(一社)夢洲新産業・都市創造機構幹事会員 

◆深野 弘行氏        伊藤忠商事株式会社 専務理事 社長特命(関西担当) 

 (一社)関西経済同友会代表幹事 

(公社)２０２５年日本国際博覧会協会副会長／理事 

(一社)夢洲新産業・都市創造機構 理事 

◆井垣 貴子氏        (一社)夢洲新産業・都市創造機構 代表理事／事務局長 

株式会社健康都市デザイン研究所 代表取締役社長 

 

川竹氏：皆様、3 時半から本日は長い時間視聴されてまして大変お疲れもたまっているところだ

と思うんですけれども、ここから1時間と短いセッションですが、WAKAZOがこのセッションを担

当させていただきます。進行は私、川竹が務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

第 2部で特に命の産業について最後お話が盛り上がっていたと思うんですけれども、第1部、第

2 部と先生方から万博のビジョンであったりコンセプトに関わることをたくさんお話しいただい

たと思います。ここからの第 3部はそういった命産業であったり、そういったものをどのように

具体化していくか、その計画であったりアクションについて私たちからお話しさせていただきた

いと思います。よろしくお願いします。 
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1 時間の中で 5 つを主に取り扱わせていた

だきたいと思っております。特に 4 番目の

意見交換セッションは Slido というアプリ

を用いて、企業の参加している皆さまとの

インタラクティブセッションも考えていま

すので、どうぞ最後までお付き合いのほど

お願いします。 

そうしましたら、まず初めに WAKAZO が

2020 年の 11 月 29 日のフォーラムで初めて

お披露目したバーチャルワールドをご紹介

させていただきたいと思います。その前に

すみません。Slido の使い方についてご説

明します。皆さまの中に既に使われたことがある方もいらっしゃるかもしれないんですが、初め

ての方も多いかと思いますので簡単に Slido の説明をさせていただきます。今回のこの 1時間の

セッション中で皆さまからの質問をこの Slido というアプリを使ってリアルタイムで投稿し集め

させていただこうと思っております。参加方法は次のスライドで詳しく説明させていただくんで

すけれども、簡単に Slido に QR コードかあるいは検索でアクセスしていただいて、そちらに

zoom のチャット機能に投稿するような感覚で質問を入力していただいて送信ボタンを押してい

ただくと、この Slido に質問がどんどんたまっていく仕組みになります。それを後半の 30 分で

皆さまからいただいた質問に対して答えて、そういったことをさせていただこうと思いますの

で、前半の 30 分のプレゼンテーション中もぜひ皆さま、この Slido にご参加いただいて質問を

投稿お願いします。 

参加方法なんですけれども、2種類ございます。一つ目がQRコードから参加する方法。今、この

画面の QR コードを携帯で読み取っていただきますと、このまま読み取るだけでイベントページ

へアクセスできまして、すぐに質問が投稿できるというものになります。もし QR コードの読み

取りが今すぐに難しい方は Slido を検索していただきまして、アクセスコードですね。今回の場

合は 90250 を入力していただきますと、同じくイベントページに飛ぶことができます。しばらく

10 秒ほど今このスライドを出しておきますので、よろしければ皆さまも QR コード読み取ってご

参加のほどお願いいたします。この後のスライドにも隅のほうに小さく QR コードを出しておき

ますので、もし今参加し損ねた方でもぜひいつでも気軽にご参加ください。 

では、次に行かせていただきます。まず初めにバーチャルワールドのご紹介をさせていただきま

す。こちらの動画をご覧下さい。楊さん、簡単に説明もお願いしていいですか。 

 

楊氏：こちらが 11月に前回のイベントで石黒先生に VRゴーグルをかけてご覧いただいた、万博

のバーチャル会場として設計しています。こちらがその建築のパビリオンだったり、あと子ども

の絵が描いてあったり、子どもがそれぞれの記憶を頼りにしてそういう SDGs をテーマにした絵

を描いたりとか、他にはいくつか命の道とか命の海とか命の丘等、いくつかを 2025 の万博に向

けたコンセプトを基にして設計したものです。そして、今日ちょっと説明するんですけども、実

際この今の段階ではまだ幾つも空地があるので、それを今後ちょっと WAKAZO チームで考えてい

けたらいいなと思います。 

 

川竹氏：そうしましたら、もう一回簡単に。これからやっぱり石黒先生のお話でも先ほどあっ

たと思うんですけれども、2025 年の万博ではバーチャルワールド。バーチャルの空間とリアル

の空間をいかに融合させていくのかということが一つポイントになるという中で、WAKAZO がこ

のバーチャルワールドで命のまちというものを表現したというのが今の動画になっています。も

う一度だけ簡単にご説明お願いできますか。 

 

楊氏：はい。動画をちょっともう一回流してくれますか。ありがとうございます。こちらはい

くつかのレイヤーに分かれてるんですけれども、今まず下りてきたのが建築のパビリオンで、こ

の下にあるのが命の海。その上に命の丘があって、そこに命の道が今歩いてるよってことです

ね。これが子どもの絵になります。子どもの絵が描いてあって、当時、子どものいろんな記憶と
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か感情とか思いをデータ、アーカイブ化してそれを絵にしたっていうことです。こちらは一つの

モニュメントであったり、将来的にはいくつかここに他のパビリオンも出てくるということで

す。こちらが全体ですね。という感じでよろしいですか。 

 

川竹氏：ありがとうございます。そしたら、次に行かせていただきます。こうしたバーチャル

ワールドなんですけれども、私たちの活動というのは今 2021 年に作っているこのバーチャルワ

ールドに 2025 年までをかけてバーチャルワールドのまっさらな空間を一つずつ埋めていくよう

なイメージでプロジェクトを 2025 年まで進めていきたいなと思っております。そんな中で次年

度、どのようなプロジェクトを団体として行っていくのかということを、次年度の代表の木島か

らまずはご紹介させていただきます。木島さんお願いします。 

 

木島氏：こんにちは。東京医科歯科大学医

学部医学科 2年で WAKAZO の 2021 年の代表

を務めます、木島 優美です。本日はどう

ぞよろしくお願いいたします。私からは

WAKAZOが今後これからどのような活動をし

ていくかについてお話ししたいと思いま

す。命のペイフォワードは先ほど 2020 代

表の増田からウィリングネスによって命を

守り合うという、新しい命の設計の仕組み

として、例えばマラソン中の心停止を紹介

しました。今年は考えを実際に実行に移し

実践する年にして、何か一つの疾患で実際に命のペイフォワードを実践する実証実験を行いたい

というふうに考えています。例えばマラソン以外にも大学生の部活中の命を守り合うという実証

実験を行うという例で考えると、大学生が部活中にデバイス等を付けて運動してそこで得られた

バイタルデータを部活中等運動中に突然亡くなってしまう人を救いたいという思い、意思を持っ

て提供します。すると、企業や研究機関によって部活中に心停止、熱中症、水難事故等によって

命を失う突然死についての研究が進み、運動中の突然死を防ぐデバイスの開発が進みます。こう

して部活中等運動中に突然亡くなってしまう人を救いたいという思いから、実際に未来の運動中

の突然死を防ぐことが可能になります。また、データを提供した本人は提供したデータから解析

された自分の健康へのフィードバックを受けます。これらによって誰かの命のために自分の命を

大切にする、命を守り合う未来社会づくりが完成します。 

今年の実証実験、そして未来社会の実験場である万博での大規模な実証実験を通して、私たちは

この命のペイフォワードを未来社会に確立していきたいと考えています。最初は一つの疾患を用

いた実証実験から始めてシステムのブラッシュアップをしつつ、ペイフォワードの価値観を広げ

ていきます。やがてヘルスケアデータの分野で、さらにはヘルスケアデータ以外の分野でもこう

した命を守り合う新しい命の設計の活動がさまざまなフィールドで行われることで、どんな人で

も関われる市民全体が命を守り合う社会を作り、ウェルビーイングにあふれる社会が実現できる

と思います。 

それでは次に、命のペイフォワードへの具体的な WAKAZO、企業、大学や研究機関のかかわり方

についてご説明します。まず、私たち WAKAZO の活動についてです。WAKAZO はヘルスケアデータ

の新しい使い方の、新しい価値観を作っていってここから広めていきます。一つの疾患を用いた

実証実験から若者の主体の WAKAZO が行っていき命のペイフォワードの概念を広めて確立してい

きます。また、参加者を募って献血のような誰かの命を守るためにという思いで提供されたヘル

スケアデータを集めます。このとき提供したデータがどのように使われて、どのようにして命を

守ることにつながるのかを明確にして、自分の提供したデータが確かに実際に誰かの命を守るこ

とに役立っていることを可視化します。そして、提供されたデータは解析され、今、守ることの

できない命を守ることにつなげるだけではなく、提供者への健康のフィードバックも行います。

例えば先ほどお話しした大学生の部活中の命を守り合うという実証実験を行うことを考えてみる

と、WAKAZO はまず勝手に取られて使われるというヘルスケアデータのイメージを変え、部活中

等運動中に突然亡くなってしまう人を救いたいという思いから、大学生からデータを提供してい
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ただきます。提供されたデータが確かに命を守ることにつながっていることを、データを提供し

た個人にも感じてもらい、またその人の部活中の突然死についてのリスクや対策法等のフィード

バックも行います。これを通して誰かの命のために自分の命を守る未来社会づくりを WAKAZO が

行っていきます。 

続いて、企業の命のペイフォワードへのかかわり方についてです。誰かの命を守るためという思

いでヘルスケアデータを集めていく過程では、データを取るデバイスが不可欠です。例えば、大

学生の部活中の命を守り合うためにアプリや腕時計、シューズ等から日常的に測定可能なバイタ

ルデータを用いて、突然の心停止、熱中症、水難事故等を予測して命を守り合っていきたいと考

えています。企業の方にバイタルデータの測定が可能なデバイスを提供していただき、そのデバ

イスによって未来の命を守っていくことが実現します。企業の方から提供していただいたデバイ

スは、命のペイフォワードで誰かのためにという思いで集まったデータの解析を通じて、さらに

進化をさせ精度を上げてより多くの人を救っていくことが可能になります。また、命のペイフォ

ワードを通して実際に個人に使ってもらえることでデバイスのユーザーが増えることも予測され

ます。現時点では企業の方へのメリットはこのようなメリットを考えているのですが、これはあ

くまでも私たちの想定です。この後のパネルディスカッション等で命の産業の具体化に関して、

企業の方のご意見を実際にお伺いしたいと考えています。 

最後に、大学や研究機関のかかわり方についてです。大学や研究機関では医師を通して集まった

データの解析の役割を担います。例えば大学生の部活中のデータの解析であれば、大学や研究室

においてはバイタルデータの解析により実際に部活中の突然死を防ぐ方法や守ることのできない

命を守る新しい治療法が開発されます。その治療法の開発が企業から提供されたデバイスの精度

を上げることになります。大学や研究機関は命のペイフォワードを通して新しいエビデンスを確

立することが可能になります。 

このようにして、命を守り合う社会の実現に向けて、WAKAZO、企業、大学や研究機関で力を集結

させて今年の命のペイフォワードの実証実験に取り組み、万博、そしてさらに未来社会へつなげ

ていこうと思っています。まずはどこでどんなデータを取り、どのようにして命を守り合ってい

くかを決定していき、それとは同時に一緒にプロジェクトを進める企業、大学や研究機関を探し

ていきます。データの解析等の方法も含め全ての研究デザインが完成したら、今年の大体 6月く

らいから実証実験をスタートさせる予定です。また、日本にとどまらず世界の若者との共創をし

ていきたいと思っています。 

世界から広く WAKAZO メンバーを集め、熟議を重ねて命のペイフォワードを作っていきたいと考

えています。日本から世界へと新しいヘルスケアデータの使い方を提案し、命を守り合う概念を

世界中に広めていきたいです。 

そして、命のペイフォワードを社会実装していくにあたり、今の社会を最前線でけん引する先生

方や企業の方々、若者の方々とで議論を重ねてきた inochi 未来・WAKAZO 適塾でこれからも議論

を続けていきます。 

3 月まで残り 4 回。スライドに記載されているこのようなテーマで inochi 未来・WAKAZO 適塾を

開催していく予定です。命のペイフォワードでデータを用いて命を守り合う社会を作るための鍵

となるマネジメント、データリテラシー、そしてウィリングネスという 3 層の階層を基盤とし

て、万博に向けての命の在り方を議論していきたいと考えています。バーチャル会場での可能性

についても議論を重ねていく予定です。申し込みはこちらのスライド記載のフォームよりお願い

いたします。今の社会を作っている先生方、企業、そしてこれからの社会を作っていく若者への

熟議を通し、今年の実証実験、そして未来社会の実験場である万博での大規模な実証実験を通し

て、私たちはこの命のペイフォワードを未来社会へと確立していきたいと思っています。これで

終わります。ありがとうございました。 

 

川竹氏：ありがとうございます。今の木島のほうから WAKAZO と企業の皆さまと大学研究機関等

のアカデミアとが一緒になって合わさることで、誰かの命のために自分の命も大切にするとい

う、そういったペイフォワードプロジェクトの概要についてお話しさせていただきました。2020

年度、WAKAZO 適塾プログラムというものをオンラインのイベントを開催しておりまして、今回

ご参加いただいている企業の皆さまの中でも、もしかしたら過去にご参加していただいた方がい

らっしゃるかもしれないんですけれども、この場でこういったプロジェクトをどういうふうに成
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熟させて発展させていくかということを、WAKAZO メンバーと企業の皆さまと意見交換をして、

各界でプロの先生をお呼びして熟議をするという場を設けております。またスライドの一番最後

でもご紹介するんですけれども、今年残り 4回となっていますので、ぜひご参加のほどお願いし

ます。 

そうしましたら、続いて建築 XRのメンバーも WAKAZO の中にいるんですけれども、彼らもこれま

で誘致段階からパビリオンの模型を作るところから始めまして、実際に展示をしたり今年はそれ

をバーチャルのワールドに実装したりと、毎年政策を積み重ねています。そういった彼らの活動

が 2021 年度、どのように発展していくのかということを次にご説明させていただきます。引き

続き Slido で意見受け付けておりますので、よろしくお願いします。そしたら、楊さんお願いし

ます。 

 

楊氏：どうも。あらためてよろしくお願い

します。楊です。今年は建築チームは実際

にただバーチャルの中でやるだけではなく

て、実際にリアルの場所をいくつか候補が

絞って、そこで実際にバーチャルとリアル

を連動させてプロジェクトができないかっ

ていう話が今進んでおります。もともとさ

っきお見せしたバーチャルの後ろの背景で

すね。バーチャルパビリオンの中はさっき

言ったようにいくつかの空地があるんです

けれども、そこに将来的に連動していく上

でのバーチャルパビリオンの中に作ってい

くパビリオンが、実際のこういうリアルの場所と連動しながらバーチャルとリアルを連動しなが

ら考えていけるきっかけになったらいいのではないかってことから、このようなプロジェクトが

始まりました。四つありまして、一つ目が志摩プロジェクト。二つ目が小豆島。三つ目が屋台。

そして、四つ目がVRのデバイスということで、まず一つ目からご説明します。 

一つ目は、この志摩プロジェクトで、これは志摩。伊勢志摩ですね。伊勢志摩の志摩で実際にち

ょっと場所を提供していただいて、そこにサウナを建てるような計画が今あります。そこでサウ

ナをただ作るだけではなくて、さっきいくつかのデータの話とかもあったと思うんですけれど

も、そこで例えばいろんなスポーツだったりサーフィンだったり、いくつか大自然の中でスポー

ツするっていうことをサウナっていうことで体力測定のようにそこで訪れた人がサウナだけでは

なくて、同時に体力測定とかそういう運動といったものとデータを取れるようなものをできない

かということをちょっと今考えております。 

次は小豆島プロジェクトですね。こちらは小豆島ということで瀬戸内海で一つの重要な島なんで

すけども、こちらの場所の提供が今、あって。そこでちょっと食とアートをかけ合わせたよう

な、そういう拠点を作れるんじゃないかって話が今進んでおります。そのときにアートっていう

のはもちろん瀬戸内芸術祭とか、有名なものが既にあると思うんですけども、他の島。つまり、

瀬戸内海全体のこの島をつなげていくような感じで地域全体でもっとアートの範囲を広げていけ

たらいいんじゃないかっていうことで、そこにホテルとか他にもいくつかの代替建物をちょっと

考えることができるんじゃないかと。こちらだったら、さっきはスポーツということで運動だっ

たと思うんですけど、こっちはもっとリラックスしてバカンス楽しむときに、例えば普段ちょっ

とすごいハードワーカーな人たちがここに来てここでリラックスすることで、どうやって健康状

態とかいくつかのデータが変わってくるのか、みたいなことで、ちょっとそういったリラックス

する場所を作れるんじゃないかっていう話が今あります。 

こちらは屋台プロジェクトといいまして、いくつかただの屋台ではなくてこちらは出張できる屋

台っていうことで、これはここにある写真は以前、私がちょっと個人的に作ったものなんですけ

ども、これは全部折りたたみができて、それで本当にコンパクトに収納できるというものです。

それでこれは一応第2弾だったんですけども、第1弾だとたたむと本当スーツケース大ぐらいの

ものになってたということですから、出張していくっていうことはそれこそいろんなまち中に普

通のテントよりも軽くてすぐ運べるってことなので、本当に必要な場所で開いて立ち上げること
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ができるので、さっき言ってたマラソンのランナーの方の健康っていうものもありますし、例え

ばサイクリングコースに設置するっていうのもできるので、こういったハードの、ハードである

けどもそうやって同時に動かせるようなモビリティ機能を持ったようなちょっとスマートなデバ

イスを作れたらいいんじゃないかっていうことで、これは特に場所を選ばず作れればいいかなと

思っています。 

こちらはちょっと具体的な絵はまだないんですけども、建築チームの他に VR チームもあるの

で、そこではさっきハードのデバイスに対して今度はソフトなデバイスをちょっとここで開発で

きたらなということで考えています。なので、1 と 2 は具体的な場所が実際にあって、それぞれ

の場所性を生かしながらそういったペイフォワードの話に持っていけたらいいなってことで、プ

ロジェクトを今進めています。3 番と 4 番目というのは特に場所を選ばずに一つのプロダクトと

か、一つのそういう発明みたいなものを通して、実際の 1 と 2 を支えるというのでもいいです

し、そういったものを作れていけたらいいなと思います。そして、これが同時に先ほどお見せし

たバーチャルパビリオンと連動してくっていう他に、将来的に 2025 年のときに大阪の万博を行

うときに、大阪万博の実際の会場以外にもこうやって地域とうまく連携しながら、リアルとバー

チャルがうまく連携しながら万博が開催できたらいいのではないかという考えで、今のところ進

めさせていただいております。以上です。 

 

川竹氏：ありがとうございます。やっぱり万博は会場は大阪なんですけれども、万博に向かっ

て日本各地でいろいろなプロジェクトが行われて、日本全体として『inochi を守る社会』であ

ったり仕組みづくりっていうものを作っていきたいなと思う中で、最初に木島から紹介させてい

ただいたのは、どちらかというと大都市で人が多いような所でできるようなプロジェクトでし

た。その一方で、この建築 XR チームのアイデアというのは、どちらかというと地方でそこのコ

ミュニティと協力しながらペイフォワードの仕組みを広げていくようなプロジェクトになってい

て、こうした大都市のプロジェクト、地方のプロジェクトとが 2025 年に向けて同時多発的に存

在しながら、その同時多発的に存在したプロジェクトがバーチャルワールドであったり万博って

いう、一つの箱を通して有機的につながっていくことで最終的に 2025 年を超えたときに、日本

全体として命を守るような仕組みづくりが一つ作れるんじゃないのかと、そういうイメージで今

年のプロジェクトを進めようとしています。それで、ご紹介させていただきました。 

もし、こういう建築 XR チームと何か共同できるような、ここもっと何か知りたいというお問い

合わせをされたい方は、またこの建築チームの代表のアドレスにご連絡をお願いします。 

では、ここからいよいよ皆さんとのご協力が必要な 30 分になるんですけれども、こうしたプロ

ジェクトを木島からの説明にもあったように、今日ご参加されてる企業の皆さまのご協力があっ

て初めて成立するプロジェクトじゃないかなというふうに思っております。なので、ここからは

Slido を使って皆様にいろいろご意見をいただきながら、こういう私たちが考えているプロジェ

クトをどういうふうにもっと発展させてよくしていけるのかということを、一緒に考えていただ

けたらなと思っています。 

まず、いくつかお題を用意してるんですけれども、もしまだ Slido にご参加いただいてない方

は、こちらの QR からお願いいたします。ちょっと私のほうで、そうしましたら Slido の画面の

ほうを共有をちょっと変えさせていただきます。今、既に何名さまかいただいているんですけれ

ども、こちらが画面になっています。ここに質問を入れていただきましたら、送信ボタンを押す

とこの画面にすぐにリアルタイムで反映されます。ここにいいねボタンがありまして、例えばこ

のいいねをぽちっと押すと、いいねが多いものほど上に上がってくるという仕組みになっている

ので、もし質問ご覧になってこの質問気になるなという質問があれば、ぜひ皆さんいいねボタン

を押してください。 

まず、一つ目のお題が先ほどのスライドでご提示させていただいたんですけれども、やっぱりこ

うしたプロジェクトに各企業さんがどういうふうにサポートであったり、例えばコラボレーショ

ンを生むことができるのかというのが、お題の一つ目になります。例えばデータを取るときにこ

ういったプロジェクトはプロダクトが使えるんじゃないかとか、逆に WAKAZO のプロジェクトを

通してこういうデータを集めることができたら、ぜひ一緒にやりたいなとか。そういった点から

ぜひご意見をいただければと思います。それに対してご意見いただいたものを私が拾っていきま
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して、WAKAZO メンバーが順番に回答していくという形になりますので、ぜひよろしくお願いし

ます。 

そうしましたら、まず早速一つ目なんですけども、今一番上がってるのがこちらの質問になりま

すね。マラソンランナーもいいけれど、コロナで自宅待機中の方をバイタルデータでモニタリン

グするほうが今は必要なのではないでしょうかという質問に対して、木島さん回答できますか。 

 

木島氏：はい。ご意見ありがとうございま

す。私たちはどのようなデータを取ってい

くかについては、ヘルスケアインパクトを

考えて決めたいというふうに思っていて。

例えばデータを提供する個人だったら、実

際に解析されたデータから QOL を上げるこ

とができたりとか、そのデータから命を実

際に守り合うことができたりとかっていう

メリットがあると思いますし、アカデミア

や企業にとってもエビデンスができたりだ

とか、あとは商品に医学的エビデンスが付

いてもっと製品を使用してくれる参加者が

集まるだとか、さまざまな観点からインパクトを考えてどのようなデータを取っていくかについ

て決定していきたいと思っています。 

コロナの自宅待機中の問題についてなんですけど、まさに今コロナって宮田先生も含めビッグデ

ータが活用されていますし、台湾でのビッグデータを使った成功例もあると思っていて、大きな

インパクトがあるなというふうに思います。また自宅待機中の方だけでなくても、例えばメンタ

ル的な問題だったりとか、あとコロナ禍で小児肥満が増えているとかいう問題だとか、直接的だ

けでなく間接的な問題も増えてきていると思っていて、そのコロナ含めいろいろなヘルスケアの

課題っていうのも関わっていく企業の方だとか、大学や研究機関の方とか若者、大人の方々とさ

まざまな方との議論を進めつつ、考えていきたいなというふうに思っています。 

 

川竹氏：なるほど、ありがとうございます。そうしましたら、やはり今質問を見させていただ

くと、コロナ禍においてどういったデータを取ったりするのがいいのかっていうような質問が多

いんですけれども、澤先生にご質問してもよろしいでしょうか。こんにちは。澤先生がやっぱり

今、このコロナ禍においてこういったデータが必要とか、そういったものがあったらぜひご享受

いただきたいなと思うんですけれども。 

 

澤氏：やっぱりこれ科学技術、サイエンスとかなりに密接に詰めたほうがよくて。我々がやっ

てるのはこれ、睡眠中の呼吸パターンっていうのが最も脳波を表現している。脳波を取らなくて

も脳波をフィードバックする。それともう一つ言うと、睡眠中ってのいうはちょっと難しい話に

なるけど、レム睡眠とノンレム睡眠って。レム睡眠中はずっと夢を見ているんだけど、ノンレム

中はぴたっと CO2 センサーだけで人は生きている。何も分からない。CO2 センサーがきっちり動

いてぴたっと機能してるから、ノンレム中はずっと脳波も出ないで循環動態も一致してるんです

ね。ここに肺炎があると一挙にノンレム睡眠に影響が出る。CO2 センサーに影響が出る。それを

拾うことで私たちの研究では極めて早い段階に肺炎を予知できる、そういうセンサーを見いだし

てるんです。もう開発してるんですね。 

それを逆に言うと、君らがもしやってもらうとしたら、これをどうやって配るか、というか実装

するか。例えば PCRプラスになったけど、自宅待機の人をモニタリングするというところを協力

してもらう。例えばだから前、川竹さんらが AED の話で、AED をどうやって配るか、どう設置す

れば普及するかっていうことと一緒で、AEDを開発することはこれはちょっとWAKAZOには無理だ

から。 

そういうセンサー作ってるけど、じゃあどうやって普及させるか、そこのアイデアが欲しいなみ

たいな、そんな。すごくサイエンスの深いところはやっぱりサイエンスを尊重しないと。だけ

ど、じゃあそのサイエンスなりアカデミアなり、それ企業もやろうとしてるんだけど、そこをも
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っと普及するところで、応用するところで君たちの若いやわらかい頭とエネルギーがどう救うか

という、そういうつながりを持ってくれたらいいな。 

 

川竹氏：なるほど、ありがとうございます。こういうのが例えば建築メンバーとかの小豆島と

かのプロジェクトと合わさったら、小豆島のそういう医療がもしかしたら行き届いてない所にも

広げられる可能性があるってことですね。 

 

澤氏：そうですね。もっと言うと、コロナだけではないんです。心不全も分かる。 

それから、認知症も分かるっていうのは分かってきていて、そういう研究開発の中にこれを応用

した建築って何だっていったら、極めて安全安心な高齢者向けの住宅とか、感染症向けの住宅と

かなるわけよね。 

だから、営業所みたいなそれと同じで。WAKAZO が開発する必要はなくてサイエンスバックデー

タがあってのそういう製品を、じゃあどう普及するかとか、どうやったらアプリケーションでき

るか。そこにぜひ若いアイデア欲しいな。 

 

川竹氏：なるほど。面白いですね。 

ありがとうございます。すみません。突然の質問にもかかわらず。こういった今の澤先生のお話

を受けて、楊さんどうですか。建築として。 

 

楊氏：大変面白い話ありがとうございました。以前、私も確か心臓の脈拍を遠隔医療で診査さ

れるお医者さんがいて、そのベンチャーで開発したみたいなお話聞いて、離島ってやっぱり遠隔

医療とかが不足してるとかってなってくると、やっぱりそういったもののデバイスが 1個あるだ

けで変わってくる。スマートフォンみたいなものでそれは一応できるんですけど、同時にお年寄

りが持ってない場合とか使えない場合っていうのは何ができるのかなって今ちょっと考えたら、

例えば日本全国にいろんなとこに自動販売機とか ATMも結構な数あると思うんですけど、ああい

うものがそういう遠隔医療の本当にちっちゃいユニットの建築みたいなものになってて、それで

別にこういうスマートフォンとか使わなくてもそういうとこ行けば、その地域のちっちゃい遠隔

医療の場所になるみたいな。それがそれぞれ離島の住宅地の中に 1個あったりとか団地の入り口

にあったりとか、そういう考え方は一つあるんじゃないかなって思います。 

 

澤氏：そうそう。だから、それをどうやって普及させるかでいくと、今回のこの僕らのセンサ

ーは本当枕の下に入れとくだけでいいんですよ。結構いろんなセンサーがあって、それをどうや

って活用するかとか、そっちの広がりのほうに今、楊先生が言ったようなことはどんどん広がる

と思いますね。 

 

川竹氏：なるほど。ありがとうございま

す。睡眠って本当に大切だなと思う中

で、今、WAKAZO とアカデミアのコラボレ

ーションの可能性が一つ出てきたなとい

うところで思うんですけれども、ちょっ

と皆さんにいろいろお話を伺いたいなと

思います。深野さん、今、私、お話を聞

いてもよろしいでしょうか。すみませ

ん。飛び火みたいな感じなんですが。こ

ういった睡眠とかのプロダクトでした

り、こういう企業と例えば WAKAZO のプロ

ジェクトがあって、データが集まってき

たときに経済界としては、漠然とした質問なんですけれども、どういうデータが今必要としてい

るというか、何かあったら盛り上がるなというか、inochi を守る社会につながるなっていう、

そういうデータの種類とかプロダクトって何かあったりしますかね。特にこのコロナ禍を受け

て。 
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深野氏：どういうデータが必要かっていうのは、これはどちらかというとやっぱり医学の領域

の話になる。ただ、医薬を作ってる企業とか医療器具を作ってる企業とか、いろいろそういう企

業もありますから、そういう所の人たちとどういうデータがあったらいいかねっていう話をやっ

てみるっていうのはあるかもしれないですよね。それからあとは、最近ベンチャーがすごく増え

てまして、大阪は今ものすごくベンチャーの活動が活発なんです。だから、そういうベンチャー

の人たちの中には私もいくつかピッチ聞いてますけど、ちょっと具体的に会社の名前は思い出せ

ないですけど、メディカルの分野のベンチャーって結構いるんですよね。だから、そういう人た

ちをうまく中に巻き込めればいろんな知恵を貸してくれるんじゃないかと思います。 

それから、当てられたんでついでに申し上げると、もう一つやっぱりデータを出す人がデータを

出す気にならないと、これは物事進まないと思うんですよね。阪大でも昔あるいは今もまだある

のかもしれませんけど、そういう学生さんたちに協力してもらってバイタルデータ集めようかっ

て話があるっていうのを聞いたことあるんです。だから、やっぱり非常にこれセンシティブなデ

ータなんで、これを集めたら一体どうするのかとデータセキュリティというか、あるいは利用の

仕方とか。それをどういうふうに提供者にお知らせするのかとか。それから、そもそも提供する

ことにどういう意味があるのかっていうことについてもよく認識してもらわなきゃいけない。献

血だと何となく分かりますけどね、なんで必要かっていうのは。だけど、このデータを実はもの

すごく医学の進歩に役に立ってるんですよというようなことについて、やっぱり納得感がないと

いけない。だから、そういう納得感づくりと、それからデータを集めて管理する仕組みづくりっ

ていうか。さっき宮田先生がおっしゃった大阪トラックにも関係あるのかもしれませんけどね。

そういう議論はきちっとしといたほうがいいと思うんですよね。万博の時が正念場で、本番でそ

の時に来場する人からいろんなデータを集めようって多分すると思うんで、ある程度頭が整理で

きてないと物事は進まないです。その時にできないですよ、これ。だから、そういうことをちょ

っと考えたらいいと思うんで、これはもしかすると大学の法学部とか他の管轄領域なのかもしれ

ない。 

 

川竹氏：なるほど。ありがとうございます。つまり、本当に 2025 年いろんな人が会場に来る。

そこでいろんなデータが取れるようになる、その前段階でいろいろトライアンドエラーを繰り返

して、万博会場でいかに意味あるデータを取るかっていう。それが非常に重要っていうことです

ね。 

 

深野氏：そういうシステムができていないと。まして、日本人だけじゃなくていろんな国の人

が多分来るんでしょうから、そういう人たちも含めて皆さんがやっぱり、こういうデータの管理

の仕方をしてくれるんだ。しかも、こういう理由で取るんだったらちょっと協力してみるかとい

う気持ちになる。それから、さっきリゾート地でリラックスしながらデータを取るっていう話が

ありましたけど、これもいわゆる医療ツーリズムみたいな話なのかもしれませんけど、いい発想

ですよね。落ち着いて何日か過ごすと例えばさっき澤先生が言われたような脳波とかいろんなバ

イタルデータがちょっともしかすると変わってくるかもしれない。やっぱりそうすると、リラッ

クスするといいねっていうことになるかもしれないし。そういうサービスを合わせて提供します

っていうのは、これは売りになるかもしれないですよね。 コロナ禍から観光会社とか息を吹き

返すのにいいかもしれないですね。 

 

川竹氏：ありがとうございます。突然お話を振ったにもかかわらず本当にいろいろありがとう

ございます。なるほどそうすると、いろいろ医学的な医療の専門家の方とのコラボレーションの

きっかけとか、Tips とかも今いろいろ教えていただいたんですけど、木島さんどうですか。何

か今のを受けて。今のはすごいマラソン大会のアイデアを例に発表してくださいましたけれど、

何か今年の活動の中で企業の方にご協力いただきたいところとか、アカデミアの先生にご協力い

ただきたいところとか、そういうところもう少し何かあればお願いします。 

 

木島氏：企業の方々やアカデミアの方々には、さっきの澤先生がおっしゃってくださったよう

に、実際、今どういうデータが取れてどういうものが解析できているのかっていうことを教えて
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いただきたいなっていうふうにすごく思っていて。あとは、企業の方々と実際にデバイスを提供

していただいて、そのブラッシュアップに一緒に努めながら、一緒にどんどん命を守り合う社会

の実現を作っていきたいなというふうに思っています。 

さっき深野さんがおっしゃったデータを出す気にならないと意味ないっていうのは、本当に私た

ちもそのとおりだなっていうふうに思っていて、データを出すためのウィリングネスっていうの

がすごい大切だなっていうふうに感じています。どういうふうにデータが使われるのかとか、そ

れにどういう意味があるのかっていう納得感っていうのをこれからどんどん設計していって、そ

れは私たちだけじゃなくて本当に医療だけでなく、若者だけでなく本当にさまざまな分野の世界

の人とも共創していって納得感のあるような仕組みで命を守り合う社会を実現していきたいなっ

ていうふうにお二方のお話を聞いて思いました。 

 

川竹氏：ありがとうございます。そうすると、なかなか 2025 年までもう今すぐにやり始めない

と時間がないなっていうのを常に思っているんですけれども。こういう質問をしてこういう場で

いいのかあれなんですけれど、私たちがもしこういう、例えば澤先生の睡眠のアイデアとこの建

築メンバーの小豆島とか伊勢志摩のプロジェクトをかけ合わせるときに、ぜひこの企業に協力し

てもらったほうがいいとか、そういうもし具体的な何かおすすめがあれば、澤先生でも深野さん

でも、こういう場で言えるんですかね。明日からどうしたらいいんだろうという気持ちに私はな

っているんですけど。 

 

澤氏：いいですか。やっぱり住宅メーカーさんがいけるかどうかですよね。これは深野さんの

ほうがもちろん詳しいとは思うんですけど、ハウスメーカーさんがいるだろうなというふうには

思いますけど、多分、みんなやってますよね。結構やってますよ。スマートハウスみたいな、ク

レバーなハウスを。健康を重視したそういう医療機器というか、日常生活機器はものすごく進化

してますからね。だから、さっき申し上げた命産業というのは、深野さんもおっしゃってました

けど、それからどんどん広がって、コロナだけど私はこうやってソーシャルディスタンス保ちま

しょうとか、こういう宣言を出してもうみんな家に閉じこもりましょう。テレワークしましょう

じゃなくても、普通に生活できる。別にコロナだからどうってことないぐらいな命産業ですね。

人と人とのつながりがもう 2メートルも離さなくてもいいような、そんないろんなことも考えて

ほしいなと思いますよね。 

 

深野氏：夢洲機構って、今いろんな企業の方がすごい集まってるんですよ。今、何社ぐらいい

るんですか。 

 

井垣氏：約140社です。 

 

深野氏：だから、そこで例えば少しこういうこと考えてんだけど、何か知恵貸してよといって

プレゼンでもしてみられたらどうですか。 

その中ではもしかすると医療分野にすごい興味持ってる企業もあるかもしれないんで、反応があ

るかもしれないですよね。だから、今はこういうご時世なんでなかなかリアルで集まれないです

から、zoom で多分皆さんやれると思うんで、何かこういうことを今、自分ら考えてるんだけ

ど、こういうことについて協力してほしいというようなことを、むしろ事業の構想をきちっと話

して問題意識をきちんと伝えて反応する人がいるかどうかっていうのを見てもらったらいいんじ

ゃないかと思います。 

ちょっと井垣さんからお話があるみたいなんで、ちょっとすみません。 

 

井垣氏：今の深野理事さまのご提案素晴らしいと思います。WAKAZO さんたちは幹事会員なの

で、今のテーマでワーキンググループを立ち上げていただきたいと同時に、ジャストアイデアで

すけど先程のお話を聞いて、リゾートにこのデータを持ち込むというのは、まさにスマートシテ

ィではなくスマートリゾートという考えが成り立つと。当然、今、働き方改革とかでワーケーシ

ョンだなど地方創生に向かってます。そして、補正予算の地方創世の臨時交付金で相当なお金が

自治体に向けて、コロナ対策で使えるお金が出ているので、通常の住宅への提案だけではなく、
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地方自治体が使えるコロナ対策費にも場合によっては実証実験くらいには使えると思います。こ

のリゾートにスマートシティの概念を、スマートリゾートという概念を出しているところ、マイ

クロツーリズムとかいう、新しい生活様式の中での新たなツーリズム、大自然の中のリゾートに

データを持ち込むという、これをぜひ夢洲機構で皆さんと一緒にやりたいと思いました。皆さん

が小豆島等でされてることは、まさに世界に対してニューコロナ時代におけるリゾートの在り方

を提案できると思います。一緒にやりましょう。 

 

川竹氏：力強いお言葉、どうもありがとうございます。本当に今、建築メンバーの提案するプ

ロジェクトはかなりツーリズムとかそういうところとの親和性が高いと思いますので、もしそう

いうところに強いという企業さまが今聞いてらっしゃいましたら、ぜひ今後ともどうぞよろしく

お願いします。 

 

井垣氏：そういう企業さんはいらっしゃいます。皆さん、リソースやコンテンツを求めておら

れます。高齢者施設等にも、さっきおっしゃった睡眠の新しい阪大モデル、このようなサイエン

ス、テクノロジーであれば使えます。 

 

川竹氏：なるほどです。ありがとうございます。すごいこの 20 分の間でだいぶふくらみまし

て、気付けばチャットのほうでも皆さんかなりいろいろとご意見をいただいていて、本当にあり

がたいんですけども。楊さん、何かコメントとかありますか。 

 

楊氏：ありがたいお言葉をいただいて、確

かにスマートシティがスマートリゾートっ

ていうのは、本当に発明みたいな概念だっ

たと思うんです。今、本当にやっぱり都市

でみんな大変な思いをしてるけども、一方

で地方も地方で同時に人が来なくなってし

まったっていう状況が結構、以前の Go To

とかいろいろあったと思うんですけども、

あれがもうちょっとこういったうまい形で

スマートリゾートとか健康とかっていうも

のと絡むと、本当にその後のコロナが収ま

った後のはずみが、またそこから付けやす

いんじゃないかなと思うんですよね。 ただ、それが本当にコロナが収束した後に、非常に地方

との観光みたいなものにまた戻っていって、その万博に戻っていく、万博につなげていくってい

うそういうのもできるし、本当にやっぱり東京とかそれこそ大阪とか都市再生って言ってますけ

ど、地方は地方でまた再生、地方創生とか、これから地方にもまた人の流れを持っていかないと

いけないっていう状況で、特に建築なんかはそういうことを日頃からすごい考えるんですけれど

も、そのきっかけとしてスマートリゾートっていうのはかなり強いアイデアで大変これから役に

立ちそうなプロジェクトの基盤になってきそうだと思いました。ありがとうございます。 

 

川竹氏：ありがとうございます。最後、気が付けばもう 47 分になっていまして、あと 5 分弱ぐ

らいなんですけれども。一つやっぱりそういうデータを集めるインセンティブで今、このコメン

ト欄でバーチャルメダルとかそういったボランティア参加情報とか、この取り組みのプラットフ

ォームに利他の証明になるようなものがあるといいというのがあるんですけれども、そういうイ

ンセンティブ作りとかの点で、何か木島さん考えてることがもしあればお願いします。増田さん

でも、どちらでも大丈夫です。木島さんで行きますか。 

 

木島氏：ちょっとじゃあ私から話させていただきます。やっぱり利他性を高めていくには、利

己も伴ってこないといけないなというふうにはすごく感じていて。その点だとまずデータを提供

することで誰かの命を守ることができるし、自分の健康のフィードバックを受けられるっていう

のは一つ、インセンティブとして考えられるというふうに思っています。それから、今、結構キ
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ーとなる理想のテクノロジーのブロックチェーンとか、バーチャルメダルとかもそうですし、あ

とはクラウドファンディングだとリターンという形でインセンティブがあったりもしますし、さ

まざまなインセンティブを考えていきたいなっていうふうに思っています。バーチャルメダルで

お金以外の価値観を可視化していくっていうのも、すごくこれから大事になっていくかなってい

うふうに感じました。 

 

川竹氏：ありがとうございます。コメント欄でもエンターテイメント性がポイントになる、い

ろいろとコメントいただきまして、そういうところでアイデアを働かせるのは私たち若い人の仕

事の一つかなとも思いますので、頑張って面白い仕組みとかも作っていけたらなと思っておりま

す。そうしましたら、50 分になりましたのでいろいろとコメントいただいたにもかかわらず拾

いきれなかったんですけれども、これはきちんと私たちのほうで保管してしっかり読ませていた

だきますので、皆さま本当にありがとうございます。 

最後、私から締めの言葉とご案内をさせていただいて、この第3部の終わりとさせていただきた

いと思います。先ほど木島のプレゼンテーションの中でもあったんですけれども、inochi 未

来・WAKAZO 適塾がこれから 4回開催されることになっています。2月上旬に第 5回が開催される

予定でして、主体的な意思を持ったデータ提供に必要な仕掛けとはというテーマでやらせていた

だきたいと思っています。また詳細が決まりましたらご案内を流すようにいたします。ただ、も

し今の時点で興味がある。まだ参加していないけれども興味があるという企業の方がいらっしゃ

いましたら、こちらの Google フォームで申し込みをしていただきましたら、詳しいご案内等を

優先的にさせていただきますので、ぜひ申し込みのほどよろしくお願いします。こちらが申し込

みフォームになります。 

最後にもしきょうのお話を聞いて、ここからペイフォワードのプロジェクトをいろいろと進めて

いこうと思っていますので、ぜひ、もし興味がある、コラボレーションにご協力いただけるよう

な企業の方がいらっしゃいましたら、どちらかのアドレスでお問い合わせください。左側の命の

インフォのほうは、inochi WAKAZO Projectの事務局につながるようになっていまして、右側は

建築チームのリーダーに直接コンタクトを取れるようなアドレスになっておりますので、どちら

かでご連絡いただければ幸いです。 

そうしましたら、以上で第 3部の私からの進行を終わらせていただきたいと思います。皆さま本

当に今日はご清聴ありがとうございました。進行を戻させていただきます。 

 

全体司会：すみません。川竹さんはじめ WAKAZO の皆さん、ありがとうございました。随分お話

しいただきましたが、澤先生から補足ありますか。特によろしいですか。 

 

澤氏：補足というか、クロージング的に。2016年だったよね、確か。若者が考える万博100の提

言という、極めて暴走気味な内容も入っていて、SF 作家の方からおしかりを受けたりしながら

もやってきたこの爆発的なエネルギーが、今日聞いていてもすごく進化しつつあるなと。さらに

大きな広がりを持ってきてるのかなと思います。そんな中で、やっぱりものすごく社会性が高く

なって、WAKAZO ってかなりの人が知ってくれてるグループになってますよね。であるがゆえの

社会性と社会からの期待の中でどんなことをやっていくか。あまり成果を求めてとかいうより、

まだまだもっと暴走気味な、社会とか他人に迷惑はかけない範囲で、もっと面白いはちゃめちゃ

でもいいのかなっていう気もしました。 

特に万博は僕らが期待するのは、やっぱ若い人があふれてる万博っていうのを期待しますね。そ

れは VR とかで参加するのはもちろんありだし、世界中の人が、これは石黒さんと話していて、

数億人の人が 180 カ国から参加する万博を実現しようとしてますけれども、もう既に君たちは暴

走気味にバックパッカーが世界走り回ってつないだきっかけを、ぜひその輪を大きく、世界中、

日本中に VR もいいけどリアルワールドにも輪を大きくしてほしい。特に君たちが中高生を指導

してるところも非常に重要で、僕も中学生のときに見た万博が今の 50 年後にこれだけ未だに私

のインパクト、私の中に大事に輝いてるとしたら、今の中学生たちにそういう刺激を与えるぐら

いの、高校生にも刺激を与えるような WAKAZO であってほしい。だから、世界から WAKAZO を集め

てあふれる中で、中高生が刺激を受ける。そして、それがさらにもっと、まだ多分進化すると期

待していて、もともと川竹さんが言っていたエピジェノミックなパビリオンっていうのは、これ
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はもうとどまるところを知らない進化の中に、もっと面白くなっていくのかなというふうに思っ

ていますので、多分、大人の人たちはそういう自分たちのある意味夢を実現してほしいなと思っ

てるので、大人ができないことををぜひ頑張って下さい。川竹さんもだいぶ大人なんだけど、増

田さんぐらいならまだ学生とかいうんだけど、ぜひ、WAKAZOは爆発してください。 

 

深野氏：じゃあ、私からも一言だけ。さっき申し上げたように、いかにこのプロジェクトをみ

んなに知ってもらうかというので、特にベンチャーも含めて企業の人たちとできるだけ接点を作

るようにしてったらいいと思うんですよね。それから、もう一つはさっきも申し上げたように、

やっぱりデータという非常にある意味ではセンシティブなものを扱うんで、特にバイタルデータ

ですから。やっぱりそれに備えた体制をどうするのかっていうのは考えておかないと、これ結構

手間かかると思うんで、やっておかないと 2025 年に間に合わない。だから、できればせっかく

総合大学後ろに付いてますんで、法学部系統の文科系の人たちにもこれ、やっぱりちゃんと理解

をしてもらうようにしたらいいと思うんですよね。その上での話で、次はせっかくパビリオン作

るのでバーチャルなのかリアルなのかは別にして、どうこういうことを面白く見せるかっていう

のが、もう一つ非常にポイントになる。そこもやっぱり考えておかないといけないでしょう。だ

から、ちょっと前に笑いが健康にどういうふうにいいのか悪いのかっていう研究をしたことがあ

るって話をちょっと聞いたことがあるんですけど、例えばそういうことを、笑いとバイタルデー

タの関係を取るんだったら、お笑い関係の所っていうのは関西に非常にあるので、そういうとこ

とタイアップするっていうのがあるかもしれないですね。それはむしろパビリオンで見せるとき

に面白く見せる見せ方として、ちょっと考えたらいいんじゃないかなと思うんです。ぜひ、さら

にいろんな人と接触して議論してもらったらいいと思います。以上でございます。 


